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Ⅰ．調査の概要 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

2 

１．調査について 
（１）調査目的 

本調査は、男女平等、女性の就労や人権、地域活動等についての考え方など、住民の男女共同

参画に関する意識や実態を把握するとともに、住民からご意見等を広くお聴きするものです。調

査結果は「第２次東郷町男女共同参画プラン」中間見直しのための基礎資料とします。 

 

 

（２）調査方法 

対象者 調査期間 調査方法 

本町に居住している 20歳以上の 

住民 2,000人（無作為抽出） 

令和４年 

７月 1日～８月 31日 

郵送配布・ 

郵送回収 

※住民の対象者抽出については、性別、年齢別を住民の構成比率にあうように行いました。 

 

（３）回収結果 

対象者 配布数 有効回収数 有効回収率 

住民 2,000 735 36.8％ 

※前回調査では配布数 2,000通、有効回収数 841（42.1％） 
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（４）報告書の見方 

 

●集計について 

本報告書は、設問ごとに「全体（単純集計）及び性別、年齢別（クロス集計）」の集計結果を

記載しています。また、設問によっては平成 28（2016）年度に東郷町が実施した調査（前回調

査）、平成 26（2014）年度、令和元（2019）年度に内閣府が実施した調査（内閣府調査）との

比較を行っています。 

 

●回答の少ないものの集計について 

本調査では、調査の属性として、性別について「女性」「男性」「回答しない」の選択肢でご

回答をお願いしていましたが、「回答しない」の回答者が少ないため、性別のクロス集計では

「回答しない」の方を除いた「女性」「男性」で集計・分析しています。 

住民調査の「90歳以上」は回答者が少なかったため、「80歳以上」として集計・分析してい

ます。（80歳代 68通（9.3％）、90歳以上 7通（1.0％）） 

 

●「Ｎ」について 

グラフ中の「Ｎ」とは、Number of Casesの略で、各設問に該当する回答者総数を表します。

したがって、各選択肢の％に「Ｎ」を乗じることで、その選択肢の回答者が計算できます。 

 

●「％」について 

グラフ中の「％」は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、単数回答の設問（１つだ

けに○をつけるもの）であっても、合計が 100％にならない場合があります。また、複数回答

の設問の場合（あてはまるものすべてに○をつけるものなど）は、「Ｎ」に対する各選択肢の

回答者数の割合を示しています。 

 

●選択肢の記載について 

グラフ中の選択肢は、原則として調査票に記載された表現のまま記載しています。 

 

●比較分析において利用した調査について 

比較分析において利用した調査名は、次のとおりです。 

・東郷町「男女共同参画社会に関する意識調査」平成 28（2016）年度実施 

 （対象者：20歳以上の住民 2,000人  回収率：42.1％） 

・内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」平成 26（2014）年度実施 

 （報告書内で、「内閣府（Ａ）調査」と記載しています） 

・内閣府「女性の活躍推進に関する世論調査」令和元（2019）年度実施 

 （報告書内で、「内閣府（Ｂ）調査」と記載しています） 
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●表について 

表中の網掛けは、「不明・無回答」を除き、最も割合の高い項目と２番目に割合の高い項目

を表しています。 

 

●有意差について 

統計的に有意な差があるかどうかを分析するために、カイ２乗検定※1を行い、有意性を確認

しています。 

検定の結果、有意水準が５％で有意な差がある場合（差が出現する確率が５％未満の場合）

には、「カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。」と記載しています。有意

性が認められない場合（差が出現する確率が５％以上の場合）については、脚注に「カイ２乗

検定によれば、有意な差は認められません。」と記載しています。 

また、有意差を検定する過程において、期待度数（差がないと仮定した場合に期待される値）

に極端に小さな値※2が多く含まれる場合は、正常な検定結果を導くことができない可能性があ

るため、「カイ２乗検定がなじまないため検定対象外とします。」と記載しています。 

 

※１：カイ２乗検定とは、クロス表で表した表頭項目（設問の選択肢）と表側項目（男女などの属性）の

間に統計的に意味のある関係性があるかどうかを調べるために、「独立性を検定」するものです。 

アンケートの実際の回答から観測された値（観測度数）の分布と、属性間に全く差がなかった場合

の理論値（期待度数）の分布を比較し、差の大きさ（カイ２乗値）から差が出現する確率（ｐ値）

を求めます。確率（ｐ値）が先に設定した有意水準５％を下回る場合、差の出現はめったに起こら

ないとして、「有意な差が認められる」とみなします。 

 

※２：極端に小さな値を除外するために、以下の条件を設定しています。 

条件１：すべてのセルの期待度数が１以上であること。 

条件２：期待度数５未満のセルが，全体の 20％未満であること 
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１．住民意識調査結果の概要 
Ｆ１ 性別について 

回答者の男女比では、女性がやや上回っています。（前回と同） 

 

Ｆ２ 年齢について 

年齢層をみると、70歳代が 20％を超え高くなっています。（前回と同） 

 

Ｆ３ 職業の有無・職種について 

60歳以上は「無職（学生、専業主婦・主夫も含む）」が、それ以外の年齢では「勤め人」

が最も高くなっています。（前回と同） 

 

Ｆ４ 雇用形態について 

働いている女性の 57.7％（前回 59.0％）が「パート、アルバイト、嘱託など」、働い

ている男性の 86.9％（前回 87.1％）が「常勤」となっています。 

 

Ｆ５ 婚姻状態について 

20歳代では「未婚」、30歳以上では「結婚している」が最も高くなっています。（前回

と同） 

 

Ｆ６ 配偶者の職業の有無について 

「自営業・家族従業（農業、商工サービス業、自由業）」と「勤め人」と回答した割合

は、女性では 69.0％（前回 64.3％）、男性では 57.2％（前回 41.9％）となっています。 

 

Ｆ７ 配偶者の雇用形態について 

女性では「常勤」が 90.3％（前回 91.3％）、男性では「パート、アルバイト、嘱託な

ど」が 57.6％（前回 69.6％）と最も高くなっています。 

 

Ｆ８ 世帯（ご家族の構成）について 

家族構成は「２世代世帯」が 57.8％（前回 49.1％）、「夫婦のみ」が 26.5％（前回 32.0％）

と、大部分が核家族世帯となっています。 

 

Ｆ９ お住まいの地区について 

「白土」が最も高く、次いで「白鳥」「和合」（前回「白土」「北山台」「白鳥」）となっ

ています。 
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問１ 結婚観などについて 

「Ａ 結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい」「Ｃ 結

婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない」「Ｄ 望まない妊娠をした場合、中絶（人工

妊娠中絶）をするのは、やむをえない」について、『賛成』の割合が『反対』の割合を上

回っています。（前回と同） 

一方で、「Ｂ 夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」について、『反対』の割合が『賛

成』の割合を上回っています。（前回と同） 

 

問２ 子どもの育て方について 

「性別で区別せず育てた方がよい」が 47.6％（前回 41.5％）と高くなっています。 

 

問３ 家事などの分担について 

「Ａ そうじ」「Ｂ 食事のしたく」「Ｃ 食後の後かたづけ、食器洗い」の分担につ

いては、女性では「自分」と回答した割合が 60％以上（前回 70％以上）と高くなってい

ます。 

 

問４ 家事・育児・介護に関わる１日（平日）の時間ついて 

「共働き」の中で、女性では「２～３時間程度」と回答した割合が、24.0％（前回 19.7％、）

男性では「15 分～30 分程度」と回答した割合が 27.6％（前回 17.1％）と、ともに高く

なっています。「共働きでない」の中で、女性では「５時間以上」と回答した割合が 27.5％

（前回 23.7％）、男性では「15分～30分程度」と回答した割合が 22.8％（前回 22.1％）

と、ともに高くなっています。 

 

問５ 女性が職業をもつことについて 

「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」が 42.0％（前回 24.9％）と最も

高くなっています。（前回は「子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業を

もつ方がよい」が 40.9％と最多、今回は 27.1％と減少） 

 

問６ 働いている女性が抱く仕事上の悩みについて 

「仕事と家庭の両立が難しい」が 41.6％（前回 41.2％）と最も高くなっています。 

 

問７、７－１ 男性の育児休業について 

「男性も育児休業が取れることは賛成だが、現実には取りづらいと思う」が 64.2％（前

回 70.6％）と最も高くなっています。 

男性の育児休業の取得を促進するために必要なこととして、「企業は男性も育児休業を

取ることは当然という立場で条件整備を図るべき」が 48.6％（前回 49.9％）と最も高く

なっています。  



 

8 

 

問８ 男女の地位や平等感について 

『男性優遇』は「Ｅ 政治の場」「Ｇ 社会通念・慣習･しきたりなど」「Ｈ 社会全体」

で６割を超え、「Ｂ 職場」で５割を超え高くなっています。 

（前回は『男性優遇』が「Ｅ 政治の場」「Ｇ 社会通念・慣習・しきたりなど」で６

割を超え、「Ｂ 職場」「Ｈ 社会全体」で５割を超えていました。） 

 

問９ 男女があらゆる分野でもっと平等になるために最も重要なことについて 

「女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、慣習･しきたりを改めること」が

33.9％（前回 29.8％）と最も高くなっています。 

 

問１０ 女性が出産後も離職せずに職場で働き続けるために必要なことについて 

「保育所や放課後児童クラブなど、子どもを預けられる環境の整備」が 80.3％（前回

72.2％）と最も高くなっています。 

 

問１１ 女性があまり進出していない分野に女性の進出を進めていくための措置について 

「企業などが自主的に、女性社員の採用･登用･教育訓練などに目標を設けたり、女性

社員の進出を促す計画を策定する」が 40.8％（前回 40.8％）と最も高くなっています。 

 

問１２ 男性が女性とともに家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加していくために必要なことに

ついて 

「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく図ること」が 66.0％（前回 58.5％）と

最も高くなっています。 

 

問１３ 交際相手や配偶者からのＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）について 

交際相手や配偶者からの暴力は、「何度もあった」「１、２度あった」が１割前後とな

っています。（前回と同） 

 

問１３－１、１３－２ 交際相手や配偶者からの暴力を受けた後の相談について 

交際相手や配偶者からの暴力を受けた後の相談では、「だれにも相談しなかった」が

41.4％（前回 41.4％）と最も高くなっています。「何度もあった」と回答した方では【Ｃ 

性的な暴力】で「だれにも相談しなかった」の割合が 60.0％（前回 81.3％）と他に比べ

て高いほか、「１、２度あった」と回答した方では【Ａ 身体に対する暴力】【Ｂ 精神

的な暴力】【Ｃ 性的な暴力】のいずれにおいても「だれにも相談しなかった」の割合が

最も高くなっています。 

だれにも相談しなかった理由として、「相談するほどのことではないと思った」が

49.1％（前回 53.3％）と最も高くなっています。 
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問１４ 配偶者や恋人からの暴力（ＤＶ）に対して、行政がすべき対応について 

「ＤＶ被害者が逃れるための緊急一時保護施設（シェルター）の活動を支援する」が

56.6％（前回 56.0％）と最も高くなっています。 

ＤＶ経験の有無で比較すると、ＤＶ経験のある方は「男女の人権尊重について、学校

や職場において啓発する」「ＤＶ被害者に対する（自立支援のための）カウンセリング体

制を整える」「広報誌やパンフレットなどで、啓発する」などがＤＶ経験のない方よりも

高くなっています。 

 

問１５ 生活の中での、「仕事」 「家庭生活」 「地域・個人の生活」 の優先度について 

希望では「「家庭生活」を優先したい」が 29.1％（前回 25.9％）と最も高く、次いで

「「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい」が 25.9％（前回 24.5％）、「「仕事」と「家

庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい」が 15.9％（前回 14.9％）となっ

ています。 

現実では「「家庭生活」を優先している」が 32.9％（前回 32.0％）と最も高く、次い

で「「仕事」と「家庭生活」をともに優先している」が 22.7％（前回 17.7％）、「「仕事」

を優先している」が 17.6％（前回 18.0％）となっています。 

 

問１６ 男女共同参画に関する言葉の認知度について 

言葉の認知度は「ＤＶ（ドメスティック･バイオレンス/親密な関係の人から受ける暴

力）」が 82.2％（前回 73.4％）と最も高く、次いで「ジェンダー（社会的・文化的につ

くられた性別）」が 76.6％（前回 31.0％）、「ＬＧＢＴ（レズビアン･ゲイ･バイセクシュ

アル･トランスジェンダー）」が 70.9％（前回 39.0％）となっています。 

 

問１７ 男女共同参画に関する言葉の理解度について 

『理解している』は「ＤＶ（ドメスティック･バイオレンス/親密な関係の人から受け

る暴力）」が８割を、「ＬＧＢＴ（レズビアン・ゲイ・バイセクシュアル・トランスジェン

ダー）」「ジェンダー（社会的・文化的につくられた性別）」が６割を超えています。 

『理解していない』は「ＳＯＧＩＥ（ソジー/性的指向、性自認及びジェンダー表現）」

「リプロダクティブ・ヘルス/ライツ（性と生殖に関する健康と権利）」「ポジティブ・ア

クション（積極的改善措置）」が７割を、「女子差別撤廃条約」が６割を超えています。 

 

問１８ 男女共同参画社会の形成に当たって、行政が力を入れていくべきことについて 

「保育の施設･サービスや、高齢者や病人の施設や介護サービスを充実する」が 58.8％

（前回 61.4％）と最も高く、次いで「職場における男女の均等な取扱いについての周知

徹底を行う」が 46.4％（前回 34.5％）、「学校教育や社会教育等の生涯教育の場で男女の

平等と相互の理解や協力についての学習を充実する」が 45.3％（前回 34.4％）となって

います。 
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◆性別による固定的な役割分担意識は徐々に解消されつつあるが、家事・子育

て・介護・地域活動に関わる女性の役割や時間の時間の削減などに十分反映さ

れていない 

◆多くの分野において男性優遇との認識が高く、男女間の意識でも差がみられる

のが現状 

◆「女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、慣習・しきたりを改める」

ために、引き続き意識改革を働きかけることが必要 

２．調査結果からみえること 
（１）性別による固定的な役割分担意識と実態、男女の地位の平等に関する意識などについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」の性別役割分担意識に対し、『反対』と回答した割合

は 65.6％と、前回調査の 50.1％や内閣府（Ｂ）調査の 59.8％よりも高くなっています。また、子

どもの育て方について、「性別で区別せず育てた方がよい」が 47.6％と、前回調査の 41.5％より

も高くなっており、性別による固定的な役割分担意識については徐々に低下してきています。 

一方、家事の役割分担の実態について、男性と女性の分担率の差は徐々に縮まりつつあるもの

の、いまだ女性が役割を担っている割合が高く、分野によっては女性に大きく委ねられています。 

家事・育児・介護・地域活動に関わる時間については男女の差は縮まりつつあるものの、１人

当たりの平均時間で見ると、共働き家庭においては女性が男性の約 3.5 倍と長く、共働きでない

家庭と比較してもあまり差がみられない状況となっています。 

性別による固定的な役割分担意識は徐々に解消されつつありますが、実際の生活には十分に反

映されていないのが現状です。 

また、男女の地位の平等に関する意識については、「政治の場」「社会通念・慣習・しきたりな

ど」「社会全体」「職場」などで『男性優遇』の割合が５割以上と高くなっており、特に女性では男

性と比較して『男性優遇』の割合がより高くなっています。前回調査と比較すると、「職場」で「平

等」の割合が高くなっているものの、それ以外の分野では「平等」の割合は減少しています。 

男女が社会のあらゆる分野でもっと平等になるために最も重要なこととして、「女性を取り巻く

様々な偏見、固定的な社会通念、慣習・しきたりを改めること」と回答する人が最多となってお

り、前回調査と比較しても増加傾向にあります。引き続き意識改革を働きかける取組が求められ

ています。 
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◆生活の優先度について、優先している（現状）・優先したい（希望）ともに

「「家庭生活」を優先」、「「家庭生活」や「仕事」を優先」の割合が高いなか、

「「仕事」を優先」については希望を現状が上回り、ギャップがみられる状況 

◆男性の育児休業に対する意識についても徐々に浸透がみられ、今後は男性が家

事・子育て・介護・地域活動へ参加を実践するための取組も求められている 

◆「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」と考える人が大幅に増加

するなか、仕事と家庭の両立が難しいのが現状 

◆子どもを預けられる施設の整備や男性の家事等への参加に加え、女性の進出を

促すための国や企業の自主的な環境整備も求められている 

 

（２）女性の活躍に向けた環境整備について 

 

 

 

 

 

女性が職業をもつことについて「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」が 42.0％

と最も高く、前回調査の 24.9％を大きく上回っていますが、女性と男性の回答では約１割の開き

があり、男女間で意識の差があることがわかります。 

一方で、女性の仕事の悩みについて、「仕事と家庭の両立が難しい」が 41.6％と最も高く、女性

が働き続けるために必要なこととしては、「保育所や放課後児童クラブなど、子どもを預けられる

環境の整備」「職場における育児・介護との両立支援制度の充実」に加え、「男性の家事参加への

理解・意識改革」についても求められています。 

女性の進出を進めるための措置として、「企業などが自主的に、女性社員の採用・登用・教育訓

練などに目標を設けたり、女性社員の進出を促す計画を策定する」の回答が最も高く、次いで「国

や地方自治体が自主的に、女性職員の採用・登用・教育訓練などに目標を設けたり、女性職員の

進出を促す計画を策定する」が高くなっており、国や企業において女性の進出を促すための環境

の整備を自主的に進めていくことが求められています。 

 

（３）ワーク・ライフ・バランスの推進について 

 

 

 

 

 

 

生活の優先度においては、希望・現状ともに「「家庭生活」を優先」、「「家庭生活」や「仕事」を

優先」の割合が高く、前回調査と比較しても増加がみられますが、「「仕事」を優先」については

希望を現状が大きく上回っており、ギャップがみられる状況にあります。 

男性の育児休業については、前回調査同様「男性も育児休業が取れることは賛成だが、現実に

は取りづらいと思う」が最も高くなっていますが、「男性は育児休業を積極的に利用すべきである」

が前回調査と比較して約１割高くなっています。一方で、男性の育児休業を促進するために必要

なこととして、「企業は男性も育児休業を取ることは当然という立場で条件整備を図るべき」の回

答が多く、企業への啓発や周知が求められています。 

今後、男性が女性とともに家庭生活や地域活動に参加していくために必要なこととして、「夫婦

や家族間でのコミュニケーションをよく図ること」「男性が家事などに参加することに対する男性

自身の抵抗感をなくすこと」「労働時間短縮や休暇制度を普及することで、仕事以外の時間をより

多く持てるようにすること」が高くなっていますが、前回調査と比較すると「男性が子育てや介

護、地域活動を行うための、仲間（ネットワーク）作りを進めること」「国や地方自治体などの研

修等により、男性の家事や子育て、介護等の技能を高めること」等の割合についても増加がみら

れ、男性に対する意識づけから一歩進んで男性の家庭生活や地域活動への参加を実践するための

取組についても目を向けていく必要があります。  
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◆配偶者や恋人からの暴力の経験がある方は約 1 割前後と、前回調査とほぼ同等 

◆相談体制やシェルターの整備、ＤＶ加害者からの自立支援等、ＤＶ被害者が支

援を求めることができる場所の充実のほか、男女の人権尊厳について意識啓発

など、ＤＶ加害者・被害者ともに生み出さないための取組も重要となっている 

◆男女共同参画に関する言葉の認知度については、「ジェンダー」「ＬＧＢＴ」等

で大幅に増加しているが、「ＳＯＧＩＥ」「リプロダクティブ・ヘルス/ライ

ツ」「ポジティブ・アクション」等では低い 

◆一方、性別や年代で認知度・理解度の差がみられ、引き続き幅広い世代に対応

した手段による周知や意識啓発の取組が必要 

（４）配偶者などからの暴力について 

 

 

 

 

 

配偶者や恋人からの暴力の経験について「何度もあった」「１、２度あった」と回答した割合は、

身体に対する暴力では 11.5％、精神的な暴力では 10.9％、性的な暴力では 4.9％と、前回調査と

ほぼ同等の割合となっています。 

一方で、被害にあった人の相談先については、「だれにも相談しなかった」が全体の 41.4％と最

も高く、その理由として、前回割合の高かった「自分さえ我慢すればいいと思った」「自分にも悪

いところがあると思った」は、今回調査では割合が減少する一方で、「恥ずかしくてだれにも言え

なかった」「相談してもムダだと思った」の割合が増加しており、相談体制の充実が求められる結

果となっています。 

求められる支援としては、前回調査同様「ＤＶ被害者が逃れるための緊急一時保護施設（シェ

ルター）の活動を支援する」「ＤＶ被害者のための相談体制を整える」に加え、「ＤＶ被害者が自

立して生活できるよう支援する」「ＤＶ被害者に対する（自立支援のための）カウンセリング体制

を整える」などの回答割合も増加しており、身近に相談できる機関の設置や周知など、いざとい

うときに支援を求めることができる場所に加えて、ＤＶ加害者から自立するための支援について

も必要となっています。ＤＶ経験の有無で比較すると、ＤＶ経験のある方ではＤＶ経験のない方

と比較して「カウンセリング体制」や「シェルター」などが低く、「男女の人権尊重について、学

校や職場において啓発する」が高くなっており、ＤＶ加害者・被害者ともに生み出さないための

取組についても進めていく必要があることがわかります。 

 

（５）男女共同参画に関する言葉の認知度・理解度について 

 

 

 

 

 

 

男女共同参画に関する言葉の認知度については、前回調査と比較して、「ポジティブ・アクショ

ン（積極的改善措置）」で認知度が低下しているものの、その他の言葉では増加がみられ、特に「ジ

ェンダー（社会的・文化的につくられた性別）」「ＬＧＢＴ（レズビアン・ゲイ・バイセクシュア

ル・トランスジェンダー）」の割合が大幅に増加しています。 

また、男女共同参画に関する言葉の理解度については、認知度と同様「ＤＶ（ドメスティック・

バイオレンス/親密な関係の人から受ける暴力）」「ＬＧＢＴ（レズビアン・ゲイ・バイセクシュア

ル・トランスジェンダー）」「ジェンダー（社会的・文化的につくられた性別）」で高く、「ＳＯＧＩ

Ｅ（ソジー/性的指向、性自認及びジェンダー表現）」「リプロダクティブ・ヘルス/ライツ（性と

生殖に関する健康と権利）」「ポジティブ・アクション（積極的改善措置）」「女子差別撤廃条約」

で低く、全般的に性別や年代によって差がみられる状況にあり、引き続き幅広い世代に対応した

手段による周知や意識啓発の取組が必要となっています。 
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Ⅲ．住民調査結果 
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 Ｆ１～Ｆ９ 回答者の属性 

◆Ｆ１ あなたの性別（単数回答） 

性別でみると、「女性」が 56.2％「男性」が 42.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

◆Ｆ２ あなたの年齢（令和４年７月１日現在）（単数回答） 

年齢別でみると、「70 歳代」が 20.8％と最も高く、次いで、「40 歳代」が 18.6％となっていま

す。 

性別でみると、男女ともには「70 歳代」の割合がそれぞれ最も高く、女性では 20 歳代～50 歳

代の割合が男性と比較してやや高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

56.2 42.7

0.3

0.8

0 20 40 60 80 100

全体(N=735)

女性 男性 回答しない 不明・無回答

（％）

7.2 11.7 18.6 17.8 13.1 20.8 9.3

1.0

0.5

0 20 40 60 80 100

全体(N=735)

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代

70歳代 80歳代 90歳以上 不明・無回答

（％）

8.7

12.3

19.1

18.9

12.6

19.4

7.7

1.0

0.2

0 10 20 30

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代

90歳以上

不明・無回答

女性(N=413)
（％）

5.1

10.8

18.5

16.9

13.4

23.2

10.8

1.0

0.3

0 10 20 30

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代

90歳以上

不明・無回答

男性(N=314)
（％）
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◆Ｆ３ あなたの職業の有無・職種（単数回答） 

全体でみると「勤め人」が 51.3％と最も高く、次いで「無職（学生、専業主婦・主夫も含む）」

が 38.2％、「自営業・家族従業（農業、商工サービス業、自由業）」が 9.3％となっています。 

性別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。「勤め人」が男女と

もに５割を超えて最も高くなっていますが、「無職」は男性と比較して女性の方が約 1割多くなっ

ています。 

年齢別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。60歳以上は「無

職（学生、専業主婦・主夫も含む）」が、それ以外の年齢では「勤め人」がそれぞれ最も高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.3

6.1

13.4

5.7

4.7

10.2

11.5

10.4

10.5

8.0

51.3

50.4

53.5

56.6

81.4

83.9

78.6

42.7

7.8

6.7

38.2

42.9

32.2

37.7

12.8

5.8

7.6

46.9

80.4

85.3

0.7

0.2

1.0

0.0

1.2

0.0

0.8

0.0

1.3

0.0

0.5

0.5

0.0

0.0

1.5

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

全体(N=735)

女性(N=413)

男性(N=314)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

自営業・家族従業（農業、商工サービス業、自由業）

勤め人

無職（学生、専業主婦・主夫も含む）

その他

不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

0.0

0.0

【全体】
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＜Ｆ３で「２ 勤め人」と回答した人のみ、お答えください。＞ 

◆Ｆ４ 雇用形態（単数回答） 

全体でみると「常勤」が 61.5％と最も高く、次いで「パート、アルバイト、嘱託など」が 37.1％

となっています。 

性別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。女性では「パート、

アルバイト、嘱託など」が約６割、男性では「常勤」が９割近くとそれぞれ最も高くなっていま

す。 

年齢別でみると、20歳代から 50歳代は「常勤」が５割を超えて最も高くなっています。また、

20歳代から 70歳代に年齢が上がるにつれて、「パート・アルバイト」が高くなっていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

※ 年齢別の回答については、カイ２乗検定がなじまないため検定対象外とします。  

61.5

41.3

86.9

90.0

75.7

64.3

58.3

31.7

16.7

60.0

37.1

57.7

11.3

10.0

24.3

34.8

40.8

65.9

66.7

40.0

1.1

0.5

1.8

0.0

0.0

0.9

1.0

2.4

8.3

0.0

0.3

0.5

0.0

0.0

0.0

0.0

8.3

0.0

0 20 40 60 80 100

全体(N=377)

女性(N=208)

男性(N=168)

20歳代(N=30)

30歳代(N=70)

40歳代(N=115)

50歳代(N=103)

60歳代(N=41)

70歳代(N=11)

80歳以上(N=5)

常勤 パート、アルバイト、嘱託など その他 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

0.0

0.0

【全体】
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◆Ｆ５ 婚姻状態（単数回答） 

全体でみると「結婚している」が 78.2％と最も高く、次いで「未婚」が 11.3％、「死別」が 6.3％

となっています。 

性別でみると、男女ともに「結婚している」が７割を超えて最も高くなっています。 

年齢別でみると、30歳代～70歳代では「結婚している」が８割を超え、最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 性別・年齢別の回答については、カイ２乗検定がなじまないため検定対象外とします。  

78.2

76.5

80.9

32.1

82.6

84.7

83.2

85.4

82.4

69.3

1.0

1.0

1.0

1.9

2.3

0.7

0.8

1.0

0.7

0.0

2.9

2.9

2.9

0.0

0.0

2.2

4.6

5.2

3.9

1.3

6.3

8.7

3.2

0.0

0.0

0.0

2.3

3.1

12.4

28.0

11.3

10.7

12.1

66.0

15.1

12.4

8.4

5.2

0.7

1.3

0.4

0.2

0.0

0.0

0.8

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

全体(N=735)

女性(N=413)

男性(N=314)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

結婚している 結婚していないがパートナーと暮らしている

離別 死別

未婚 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

0.0

0.0

0.0

【全体】
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＜Ｆ５で「１または２」と回答した人のみ、お答えください。＞ 

◆Ｆ６ 配偶者の職業の有無（単数回答） 

全体でみると「勤め人」が 55.3％と最も高く、次いで「無職（学生、専業主婦・主夫も含む）」

が 34.2％、「自営業・家族従業（農業、商工サービス業、自由業）」が 8.2％となっています。 

性別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。女性、男性ともに

「勤め人」が最も高くなっていますが、男性では「無職（学生、専業主婦・主夫も含む）」が約４

割と女性と比較して１割以上高くなっています。 

年齢別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。50歳代以下では

「勤め人」、60歳代以上では「無職（学生、専業主婦・主夫も含む）」がそれぞれ最も高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.2

8.1

8.6

5.6

2.7

8.5

9.1

8.4

9.4

11.5

55.3

60.9

48.6

77.8

89.0

83.8

80.9

42.2

13.4

5.8

34.2

28.1

41.2

11.1

6.8

7.7

9.1

49.4

72.4

75.0

0.3

0.3

0.4

5.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8

0.0

1.9

2.5

1.2

1.4

0.0

0.9

0.0

3.9

7.7

0 20 40 60 80 100

全体(N=582)

女性(N=320)

男性(N=257)

20歳代(N=18)

30歳代(N=73)

40歳代(N=117)

50歳代(N=110)

60歳代(N=83)

70歳代(N=127)

80歳以上(N=52)

自営業・家族従業（農業、商工サービス業、自由業）
勤め人
無職（学生、専業主婦・主夫も含む）
その他
不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

0.0

【全体】
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＜Ｆ６で「２ 勤め人」と回答した人のみ、お答えください。＞ 

◆Ｆ７ 配偶者の雇用形態（単数回答） 

全体でみると「常勤」が 70.8％と最も高く、次いで「パート、アルバイト、嘱託など」が 28.3％

となっています。 

性別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。女性では「常勤」

が約９割、男性では「パート、アルバイト、嘱託など」が約６割と、それぞれ最も高くなっていま

す。 

年齢別でみると、年齢があがるにつれて「常勤」が減少し、「パート、アルバイト、嘱託など」

が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 年齢別の回答については、カイ２乗検定がなじまないため検定対象外とします。  

70.8

90.3

40.8

92.9

89.2

74.5

71.9

42.9

23.5

0.0

28.3

9.2

57.6

7.1

10.8

25.5

27.0

57.1

70.6

66.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.9

0.5

1.6

0.0

0.0

0.0

1.1

0.0

5.9

33.3

0 20 40 60 80 100

全体(N=322)

女性(N=195)

男性(N=125)

20歳代(N=14)

30歳代(N=65)

40歳代(N=98)

50歳代(N=89)

60歳代(N=35)

70歳代(N=17)

80歳以上(N=3)

常勤 パート、アルバイト、嘱託など その他 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

【全体】
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◆Ｆ８ 世帯（ご家族の構成）（単数回答） 

全体でみると「２世代世帯」が 57.8％と最も高く、次いで「夫婦のみ」が 26.5％、「１人暮ら

し」が 7.6％となっています。 

性別でみると、男女ともに「２世代世帯」がそれぞれ５割を超えて最も高くなっています。 

年齢別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。50歳代以降、年

代が上がるにつれ「夫婦のみ」「１人暮らし」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ カイ２乗検定によれば、性別の回答に有意な差は認められません。 

 
※ ２世代世帯・・・自分（夫妻）と子ども、自分（夫妻）と親など 

※ ３世代世帯・・・親と自分（夫妻）と子ども、自分（夫妻）と子どもと孫など  

7.6

7.7

7.6

7.5

7.0

2.2

7.6

7.3

10.5

13.3

26.5

25.7

27.7

11.3

10.5

6.6

19.8

39.6

47.1

45.3

57.8

56.9

59.6

67.9

81.4

85.4

66.4

43.8

30.7

33.3

5.4

6.8

3.8

9.4

1.2

5.1

5.3

4.2

9.2

2.7

1.6

2.2

1.0

3.8

0.7

0.8

4.2

1.3

2.7

1.0

0.7

0.3

0.0

0.0

0.0

1.0

1.3

2.7

0 20 40 60 80 100

全体(N=735)

女性(N=413)

男性(N=314)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

１人暮らし 夫婦のみ ２世代世帯 ３世代世帯 その他 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

0.0

0.0

【全体】



 

21 

 

◆Ｆ９ お住まいの地区（単数回答） 

全体でみると「白土」が 12.8％と最も高く、次いで「白鳥」が 10.3％、「和合」が 7.9％となっ

ています。 

性別でみると、女性、男性ともに「白土」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7.6

7.9

5.9

4.5

2.6

12.8

5.9

0.5

10.3

5.9

6.5

7.5

1.4

1.2

1.9

5.7

4.5

4.9

1.4

1.2

7.7

8.0

5.6

4.8

3.1

12.6

7.3

1.0

9.0

5.3

6.1

8.0

1.0

1.2

2.2

5.3

4.8

5.6

0.7

0.7

7.3

8.0

6.4

4.1

1.9

13.1

4.1

0.0

12.4

6.7

7.3

7.0

1.9

1.3

1.6

6.1

4.1

4.1

1.6

1.0

0 5 10 15

諸輪

和合

傍示本

祐福寺

部田

白土

和合ケ丘

諸輪住宅

白鳥

御岳

春木台

北山台

押草団地（北）

押草団地（南）

西白土

清水

兵庫

三ツ池

わからない

不明・無回答

全体(N=735)

女性(N=413)

男性(N=314)

（％）
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年齢別でみると、20歳代～30歳代、50歳代～60歳代、80歳以上では「白土」、40歳代では「白

鳥」、70歳代では「白土」「白鳥」がそれぞれ最も高くなっています。 

 

  

諸
輪 

和
合 

傍
示
本 

祐
福
寺 

部
田 

白
土 

和
合
ケ
丘 

諸
輪
住
宅 

白
鳥 

御
岳 

20歳代(N=53) 3.5 8.8 5.3 3.5 1.8 12.3 5.3 0.0 10.5 3.5 

30歳代(N=86) 5.4 8.0 5.4 0.9 1.8 12.5 4.5 0.0 8.0 6.3 

40歳代(N=137) 7.2 8.5 5.2 3.3 3.3 8.5 5.2 0.0 9.8 3.3 

50歳代(N=131) 12.5 9.8 6.3 0.9 2.7 19.6 6.3 0.9 13.4 6.3 

60歳代(N=96) 4.0 3.4 1.1 4.5 1.7 6.8 2.8 0.6 4.5 4.0 

70歳代(N=153) 5.8 5.8 7.5 5.8 2.3 9.8 5.2 0.0 9.8 5.2 

80歳以上(N=75) 9.4 7.5 7.5 11.3 1.9 17.0 9.4 3.8 11.3 11.3 

単位：％ 

 

  

春
木
台 

北
山
台 

押
草
団
地
（
北
） 

押
草
団
地
（
南
） 

西
白
土 

清
水 

兵
庫 

三
ツ
池 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 

20歳代(N=53) 8.8 1.8 0.0 0.0 0.0 5.3 7.0 7.0 5.3 3.5 

30歳代(N=86) 1.8 6.3 0.0 0.0 2.7 3.6 2.7 5.4 1.8 0.0 

40歳代(N=137) 7.8 6.5 1.3 0.7 2.0 7.2 4.6 4.6 0.7 0.0 

50歳代(N=131) 5.4 8.0 0.0 3.6 1.8 4.5 6.3 6.3 1.8 0.9 

60歳代(N=96) 4.5 4.5 1.1 0.6 1.1 3.4 1.1 2.8 0.6 1.1 

70歳代(N=153) 6.4 7.5 2.3 1.2 2.3 5.2 2.9 2.3 0.6 0.6 

80歳以上(N=75) 7.5 13.2 3.8 1.9 0.0 7.5 9.4 5.7 0.0 1.9 

単位：％ 
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「結婚は個人の自由である」は、『賛成』が 81.1％ 

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」は『反対』が 65.6％ 

 １．結婚観などについて 

問１ 結婚観などについてあなたはどう思いますか。（単数回答） 

 

 

 

 

問１の選択肢にかかる表現は以下のように区分しており、このページ以降の文中においても反映されています。 

 

○『賛成』…「賛成」と「どちらかといえば賛成」を合わせたもの 

○『反対』…「反対」と「どちらかといえば反対」を合わせたもの 
 

『賛成』の割合をみると、「Ａ 結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらで

もよい」で約８割、「Ｄ 望まない妊娠をした場合、中絶（人工妊娠中絶）をするのは、やむをえ

ない」が約７割、「Ｃ 結婚しても必ずしも子どもを持つ必要はない」でが約６割となっています。 

『反対』の割合をみると、「Ｂ 夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」が６割を超え高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

53.3

2.3

37.4

35.1

27.8

15.0

23.4

35.2

9.9

26.3

15.8

8.4

2.6

39.3

6.7

5.7

4.6

14.6

14.0

12.8

1.8

2.6

2.7

2.7

0 20 40 60 80 100

A 結婚は個人の自由であるから、結婚しても

しなくてもどちらでもよい (N=735)

B 夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ

(N=735)

C 結婚しても必ずしも子どもをもつ必要は

ない (N=735)

D 望まない妊娠をした場合、中絶（人口妊娠

中絶）をするのは、やむをえない (N=735)

賛成 どちらかといえば賛成
どちらかといえば反対 反対
わからない 不明・無回答

（％）
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『賛成』81.1％ ＞ 『反対』12.5％ 

 

【Ａ 結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい】 

 

 

全体でみると、『賛成』が 81.1％、『反対』が 12.5％となっています。 

性別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。男女ともに『賛

成』が７割以上と『反対』よりも高くなっていますが、女性では男性と比較して『賛成』の割

合が約 1割高くなっています。 

年齢別でみると、すべての年齢で『賛成』が『反対』よりも高く、年代が若いほど『賛成』

の割合が高い傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 年齢別の回答については、カイ２乗検定がなじまないため検定対象外とします。  

53.3

58.1

47.5

79.2

67.4

64.2

58.8

41.7

35.9

40.0

27.8

27.4

29.0

11.3

19.8

26.3

29.0

36.5

35.9

22.7

9.9

7.3

13.4

3.8

4.7

8.0

6.1

12.5

13.7

20.0

2.6

1.7

3.8

0.0

3.5

0.0

1.5

2.1

6.5

2.7

4.6

4.4

5.1

3.8

4.7

1.5

3.8

6.3

7.2

5.3

1.8

1.2

1.3

1.9

0.0

0.8

1.0

0.7

9.3

0 20 40 60 80 100

全体(N=735)

女性(N=413)

男性(N=314)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

反対 わからない 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

【全体】
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『反対』65.6％ ＞ 『賛成』17.3％ 

 

【Ｂ 夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ】 

 

 

全体でみると、『賛成』が 17.3％、『反対』が 65.6％となっています。 

性別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。男女ともに『反

対』が６割以上となっていますが、『賛成』では男性の方が約 1割高くなっています。 

年齢別でみると、すべての年代で『反対』の割合が高くなっていますが、60歳代以上では、

『賛成』の割合が２割を超え、50歳代以下と比較して高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 年齢別の回答については、カイ２乗検定がなじまないため検定対象外とします。  

2.3

1.5

3.5

1.9

0.0

0.0

0.0

2.1

5.2

8.0

15.0

12.3

18.2

3.8

9.3

13.9

7.6

20.8

23.5

20.0

26.3

28.6

23.6

34.0

25.6

25.5

31.3

24.0

24.2

22.7

39.3

39.5

39.8

45.3

50.0

44.5

42.7

38.5

31.4

25.3

14.6

15.7

13.4

13.2

15.1

14.6

16.8

14.6

13.1

13.3

2.6

2.4

1.6

1.9

0.0

1.5

1.5

0.0

2.6

10.7

0 20 40 60 80 100

全体(N=735)

女性(N=413)

男性(N=314)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

反対 わからない 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

【全体】
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『賛成』60.8％ ＞ 『反対』22.5％ 

 

【Ｃ 結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない】 

 

 

全体でみると、『賛成』が 60.8％、『反対』が 22.5％となっています。 

性別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。男女ともに『賛

成』が『反対』を上回りますが、女性では『賛成』が男性よりも約１割高くなっています。 

年齢別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。年齢が上がる

につれ、『賛成』の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

  

37.4

42.1

31.5

66.0

53.5

47.4

35.9

30.2

24.8

20.0

23.4

24.2

22.9

20.8

22.1

29.2

25.2

28.1

21.6

12.0

15.8

13.6

18.8

5.7

7.0

10.2

13.7

17.7

28.1

20.0

6.7

4.1

10.2

1.9

5.8

2.2

6.1

8.3

8.5

14.7

14.0

13.8

14.3

3.8

11.6

9.5

17.6

15.6

14.4

21.3

2.7

2.2

2.2

1.9

0.0

1.5

1.5

0.0

2.6

12.0

0 20 40 60 80 100

全体(N=735)

女性(N=413)

男性(N=314)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

反対 わからない 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

【全体】



 

27 

『賛成』70.3％ ＞ 『反対』14.1％ 

 

【Ｄ 望まない妊娠をした場合、中絶（人工妊娠中絶）をするのは、やむをえない】 

 

 

全体でみると、『賛成』が 70.3％、『反対』が 14.1％となっています。 

性別でみると、男女ともに『賛成』が約７割と、それぞれ最も高くなっています。 

年齢別でみると、20歳代～70歳代は『賛成』の割合が約７割と高くなっていますが、80歳

代では『賛成』が約６割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※ カイ２乗検定によれば、性別・年齢別の回答に有意な差は認められません。 

  

35.1

35.4

34.7

41.5

48.8

31.4

31.3

35.4

33.3

33.3

35.2

35.1

36.0

34.0

27.9

42.3

35.9

35.4

35.9

29.3

8.4

8.0

9.2

7.5

5.8

8.8

9.9

11.5

9.8

2.7

5.7

6.1

5.4

5.7

8.1

4.4

4.6

5.2

6.5

6.7

12.8

13.3

12.4

9.4

9.3

11.7

16.8

12.5

11.1

17.3

2.7

2.2

2.2

1.9

0.0

1.5

1.5

0.0

3.3

10.7

0 20 40 60 80 100

全体(N=735)

女性(N=413)

男性(N=314)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

反対 わからない 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

【全体】
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前回調査・内閣府（Ｂ）調査との比較 

【Ａ 結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい】では、前回調査

と比較すると、『賛成』が 81.1％と前回の 67.5％を上回っています。 

【Ｂ 夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ】では、前回調査と比較すると、『反対』が 65.6％

と前回の 50.1％を上回っています。また、内閣府（Ｂ）調査では 59.8％と、東郷町の方が『反対』

の割合が高くなっています。 

【Ｃ 結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない】では、前回調査と比較すると、『賛成』が

60.8％と、前回の 44.5％を上回り、過半数を超える結果となっています。 

【Ｄ 望まない妊娠をした場合、中絶（人工妊娠中絶）をするのは、やむをえない】では、前回

調査と比較すると、『賛成』が 70.3％と、前回の 51.2％を約２割と大きく上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

53.3

41.3

2.3

7.4

7.5

37.4

24.0

35.1

21.4

27.8

26.2

15.0

25.4

27.5

23.4

20.5

35.2

29.8

9.9

17.1

26.3

25.6

36.6

15.8

24.7

8.4

18.0

2.6

6.7

39.3

24.5

23.2

6.7

14.4

5.7

11.2

4.6

6.4

14.6

13.4

5.2

14.0

12.2

12.8

15.3

1.8

2.4

2.6

3.7

0.0

2.7

4.2

2.7

4.3

0 20 40 60 80 100

今回調査(N=735)

前回調査(N=841)

今回調査(N=735)

前回調査(N=841)

内閣府（B）調査

(N=2,645)

今回調査(N=735)

前回調査(N=841)

今回調査(N=735)

前回調査(N=841)

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

反対 わからない 不明・無回答

【Ｂ 夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ】

【Ｄ 望まない妊娠をした場合、中絶（人工妊娠中絶）をするのは、やむをえない】

（％）
【Ａ 結婚は個人の自由であるから、結婚してもしなくてもどちらでもよい】

【Ｃ 結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない】

（％）
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「性別で区別せず育てた方がよい」が、47.6％ 

 ２．子どもの育て方について 

問２ 子どもの育て方について、「男の子らしく・女の子らしく」性別で区別して、 

しつけや教育することについて、どう思いますか。（単数回答） 

 

 

全体でみると、「性別で区別せず育てた方がよい」が 47.6％と最も高く、次いで「どちらともい

えない」が 35.4％、「性別で区別して育てた方がよい」が 14.8％となっています。 

性別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。男女ともに「性別

で区別せず育てた方がよい」がそれぞれ最も高くなっていますが、「性別で区別して育てた方がよ

い」については、女性では約１割、男性では約２割と、男性が特に高くなっています。 

年齢別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。60歳代までは「性

別で区別せず育てた方がよい」と「どちらともいえない」が約４割とほぼ同等の傾向を示してい

ますが、70歳代以上では「性別で区別せず、育てた方がよい」の割合が５割を上回り高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査との比較 

前回調査と比較すると、「性別で区別せず育てた方がよい」がより高くなっています。  

14.8

22.4

9.0

22.9

13.2

15.1

17.5

13.7

13.5

19.6

5.3

47.6

41.5

52.5

41.7

41.5

40.7

44.5

46.6

44.8

51.6

62.7

35.4

34.4

37.5

32.8

43.4

43.0

35.0

38.2

40.6

28.1

26.7

2.2

1.8

1.0

2.5

1.9

1.2

2.9

1.5

1.0

0.7

5.3

0 20 40 60 80 100

今回調査(N=735)

前回調査(N=841)

女性(N=413)

男性(N=314)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

性別で区別して育てた方がよい 性別で区別せず育てた方がよい

どちらともいえない 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

【全体】
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「そうじ」「食事のしたく」「食後の後かたづけ、食器洗い」では 

男性よりも女性の方が「自分」の割合が特に高い 

 ３．家事などの分担について 

問３ 家事などの分担についておたずねします。あなたの家庭では、次のＡ～Ｈの 

ことがらは、おもにだれの役割ですか。（単数回答） 

 

 

 

「Ａ そうじ」「Ｂ 食事のしたく」「Ｃ 食後の後かたづけ、食器洗い」についてみると、「自

分」の割合が最も高く、それぞれ４割を超えています。 

「Ｄ 乳幼児の世話」「Ｅ 子どもの教育」「Ｆ 介護等を要する人の介護」「Ｇ ＰＴＡ、子ど

も会の会合・活動」についてみると、「該当しない」が最も高く、それぞれ４割を超えています。 

「Ｈ 区・自治会の会合・活動」についてみると、「自分」の割合が約３割と最も高くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

46.0

50.3

43.5

13.6

16.6

9.3

20.7

34.7

20.1

28.7

24.4

10.1

8.7

2.2

11.3

16.7

1.4

1.2

1.1

0.5

1.0

0.4

1.5

1.9

26.1

12.0

24.5

10.9

20.3

9.9

3.4

8.6

3.7

5.4

3.5

0.3

1.0

1.2

1.5

3.9

0.5

0.7

1.1

56.6

44.1

67.2

52.2

26.4

0.5

0.5

0.7

1.8

2.3

4.6

3.8

4.9

1.6

1.1

1.2

6.3

6.1

5.2

5.6

2.9

0 20 40 60 80 100

A そうじ(N=735)

B 食事のしたく(N=735)

C 食後の後かたづけ、

食器洗い(N=735)

D 乳幼児の世話(N=735)

E 子どもの教育(N=735)

F 介護等を要する人の

介護(N=735)

G PTA、子ども会の

会合・活動(N=735)

H 区・自治会の

会合・活動(N=735)

自分 配偶者 子ども 家族全員

その他の人 該当しない わからない 無回答

（％）
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性別でみると、全ての項目において女性が「自分」と回答した割合が男性よりも高くなってい

ます。特に、「Ａ そうじ」「Ｂ 食事のしたく」「Ｃ 食後の後かたづけ、食器洗い」で女性が「自

分」と回答した割合がそれぞれ 65.1％、78.7％、61.5％と、男性に比べ極端に高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

65.1

21.0

78.7

13.7

61.5

19.7

23.5

1.0

26.6

3.8

12.1

5.1

33.2

4.5

36.8

32.2

5.3

39.5

3.4

62.1

10.9

42.4

0.7

22.3

1.9

17.8

1.7

2.9

1.0

24.8

14.8

19.1

1.7

1.0

1.9

0.3

1.7

0.3

0.5

0.6

1.2

0.6

0.7

0.0

1.7

1.3

2.4

1.3

21.5

32.5

8.5

16.6

20.1

30.6

9.0

13.7

16.2

25.8

8.2

12.4

1.0

6.7

7.3

10.2

3.4

4.1

5.3

5.4

3.1

4.1

0.5

0.0

1.5

0.3

1.0

1.6

1.7

1.3

4.4

3.5

0.5

0.6

0.7

0.6

1.2

1.0

58.8

53.8

45.3

42.7

68.3

66.6

55.0

49.0

28.1

24.8

0.0

1.0

0.2

0.6

0.0

1.3

1.2

2.2

1.5

3.2

3.6

5.7

1.5

6.7

4.1

5.4

2.4

0.3

1.2

0.6

1.5

0.6

5.8

6.4

5.8

5.7

4.4

5.7

5.1

5.7

2.2

3.5

0 20 40 60 80 100

女性・今回(N=413)

男性・今回(N=314)

女性・今回(N=413)

男性・今回(N=314)

女性・今回(N=413)

男性・今回(N=314)

女性・今回(N=413)

男性・今回(N=314)

女性・今回(N=413)

男性・今回(N=314)

女性・今回(N=413)

男性・今回(N=314)

女性・今回(N=413)

男性・今回(N=314)

女性・今回(N=413)

男性・今回(N=314)

自分 配偶者 子ども 家族全員

その他の人 該当しない わからない 不明・無回答

（％）

【Ａ そうじ】

【Ｂ 食事のしたく】

【Ｃ 食後の後かたづけ、食器洗い】

【Ｄ 乳幼児の世話】

【Ｅ 子どもの教育】

【Ｆ 介護等を要する人の介護】

【Ｇ ＰＴＡ、子ども会の会合・活動】

【Ｈ 区・自治会の会合・活動】
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そうじの分担は「自分」である 

女性 65.1％ ＞ 男性 21.0％ 

 

【Ａ そうじ】 

 

 

 

全体でみると、「自分」が 46.0％と最も高く、次いで「家族全員」が 26.1％、「配偶者」が 20.1％

となっています。 

性別でみると、女性では「自分」が６割以上、男性では「配偶者」が約４割とそれぞれ最も高く

なっています。 

年齢別でみると、20歳代から年齢が上がるにつれ「自分」の割合が高くなっていき、70歳代で

は５割を超えますが、80歳以上で再び「自分」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

前回調査との比較 

前回調査と比較すると、男女ともに「家族全員」の割合が増加し、女性では「自分」の割合が減

少しています。 
 

※ 性別・年齢別の回答については、カイ２乗検定がなじまないため検定対象外とします。  

46.0

65.1

21.0

74.2

20.3

32.1

41.9

45.3
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51.0

44.0
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0.0

2.1

2.0

6.7

26.1

21.5
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14.2

22.3

26.4

34.9

24.8

29.0

19.8

25.5

22.7

3.7

3.4

4.1

3.0

3.4

30.2

1.2

5.1

0.8

1.0

0.7

0.0
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0.6

0.4

0.9

1.9
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0.0

0.0

0.0
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0.5

0.0

1.0

0.9

0.6

3.8

0.0

0.0

1.0

0.0

1.3

1.6

2.4

0.3

3.2

4.3

0.0

2.3

3.1

2.0

2.7

0 20 40 60 80 100

全体(N=735)

女性・今回(N=413)

男性・今回(N=314)

女性・前回(N=465)

男性・前回(N=350)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

自分 配偶者 子ども 家族全員

その他の人 該当しない わからない 不明・無回答

（％）

【性別】

【年齢別】

【全体】
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食事のしたくの分担は「自分」である 

女性 78.7％ ＞ 男性 13.7％ 

 

【Ｂ 食事のしたく】 

 

 

 

全体でみると、「自分」が 50.3％と最も高く、次いで「配偶者」が 28.7％、「家族全員」が 12.0％

となっています。 

性別でみると、女性では「自分」が約８割、男性では「配偶者」が約６割とそれぞれ最も高くな

っています。 

年齢別でみると、30歳代以上では「自分」が最も高く、20歳代では「その他の人」の割合が高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

前回調査との比較 

前回調査と比較すると、男女ともに「家族全員」の割合が増加し、女性では「自分」の割合がや

や減少しています。  
 

※ 性別・年齢別の回答については、カイ２乗検定がなじまないため検定対象外とします。  
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3.1
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0 20 40 60 80 100

全体(N=735)

女性・今回(N=413)

男性・今回(N=314)

女性・前回(N=465)

男性・前回(N=350)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

自分 配偶者 子ども 家族全員

その他の人 該当しない わからない 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

【全体】
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食後の後かたづけ、食器洗いの分担は、「自分」である 

女性 61.5％ ＞ 男性 19.7％ 

 

【Ｃ 食後の後かたづけ、食器洗い】 

 

 

 

全体でみると、「自分」が 43.5％と最も高く、次いで「家族全員」が 24.5％、「配偶者」が 24.4％

となっています。 

性別でみると、女性では「自分」が約６割、男性では「配偶者」が約４割とそれぞれ最も高くな

っています。 

年齢別でみると、20歳代から年齢が上がるにつれ「自分」の割合が高くなっていますが、80歳

以上では「自分」の割合に低下がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

前回調査との比較 

前回調査と比較すると、男女ともに「家族全員」の割合が増加し、女性では「自分」の割合が減

少しています。 
 

※ 性別・年齢別の回答については、カイ２乗検定がなじまないため検定対象外とします。  
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0.0
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1.0

2.0

4.0

0 20 40 60 80 100

全体(N=735)

女性・今回(N=413)

男性・今回(N=314)

女性・前回(N=465)

男性・前回(N=350)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

自分 配偶者 子ども 家族全員

その他の人 該当しない わからない 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

【全体】
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乳幼児の世話の分担は、「自分」である 

女性 23.5％ ＞ 男性 1.0％ 

 

【Ｄ 乳幼児の世話】 

 

 

 

全体でみると、「該当しない」が 56.6％と最も高く、次いで「自分」が 13.6％、「家族全員」が

10.9％となっています。 

性別でみると、男女ともに「該当しない」が５割を超えて最も高くなっていますが、次いで女

性では「自分」、男性では「配偶者」がそれぞれ約２割と高くなっています。 

年齢別でみると、すべての年齢で「該当しない」が最も高くなっていますが、次いで 40歳代で

は「自分」が約３割と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査との比較 

前回調査と比較すると、男女ともに「家族全員」の割合がやや増加しています。 
 

※ 性別・年齢別の回答については、カイ２乗検定がなじまないため検定対象外とします。  
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全体(N=735)

女性・今回(N=413)

男性・今回(N=314)

女性・前回(N=465)

男性・前回(N=350)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

自分 配偶者 子ども 家族全員

その他の人 該当しない わからない 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

【全体】



 

36 

子どもの教育の分担は、「自分」である 

女性 26.6％ ＞ 男性 3.8％ 

 

【Ｅ 子どもの教育】 

 

 

 

全体でみると、「該当しない」が 44.1％と最も高く、次いで「家族全員」が 20.3％、「自分」が

16.6％となっています。 

性別でみると、男女ともに「該当しない」が４割を超えて最も高くなっていますが、次いで女

性では「自分」、男性では「家族全員」がそれぞれ２割を超え高くなっています。 

年齢別でみると、20歳代と 50歳代以上では「該当しない」、30歳代では「家族全員」、40歳代

では「自分」がそれぞれ最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査との比較 

前回調査と比較すると、男女ともに「自分」の割合がやや増加し、「家族全員」については女性

では減少、男性では増加しています。 
 

※ 性別・年齢別の回答については、カイ２乗検定がなじまないため検定対象外とします。  
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全体(N=735)

女性・今回(N=413)

男性・今回(N=314)

女性・前回(N=465)

男性・前回(N=350)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

自分 配偶者 子ども 家族全員

その他の人 該当しない わからない 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

【全体】
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介護等を要する人の介護の分担は、「自分」である 

女性 12.1％ ＞ 男性 5.1％ 

 

【Ｆ 介護等を要する人の介護】 

 

 

 

全体でみると、「該当しない」が 67.2％と最も高く、次いで「家族全員」が 9.9％、「自分」が

9.3％となっています。 

性別でみると、男女ともに「該当しない」が６割を超えて最も高くなっていますが、次いで女

性では「自分」、男性では「家族全員」がそれぞれ１割を超え高くなっています。 

年齢別でみると、すべての年齢で「該当しない」が最も高く、40歳代以上では「自分」が１割

前後となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

前回調査との比較 

前回調査と比較すると、男女間の「自分」の割合の差にやや縮小がみられます。 
 

※ 性別・年齢別の回答については、カイ２乗検定がなじまないため検定対象外とします。  
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全体(N=735)

女性・今回(N=413)

男性・今回(N=314)

女性・前回(N=465)

男性・前回(N=350)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

自分 配偶者 子ども 家族全員

その他の人 該当しない わからない 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

【全体】
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ＰＴＡ、子ども会の会合・活動の分担は、「自分」である 

女性 33.2％ ＞ 男性 4.5％ 

 

【Ｇ ＰＴＡ、子ども会の会合・活動】 

 

 

 

全体でみると、「該当しない」が 52.2％と最も高く、次いで「自分」が 20.7％、「配偶者」が

11.3％となっています。 

性別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。男女ともに「該当

しない」が５割前後と最も高くなっていますが、次いで女性では「自分」が約３割、男性では「配

偶者」が２割を超え高くなっています。 

年齢別でみると、20歳代、30歳代、50歳代以上では「該当しない」、40歳代では「自分」が最

も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査との比較 

前回調査と比較すると、男女ともに「自分」の割合にやや増加がみられます。 
 

※ 年齢別の回答については、カイ２乗検定がなじまないため検定対象外とします。  
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全体(N=735)

女性・今回(N=413)

男性・今回(N=314)

女性・前回(N=465)

男性・前回(N=350)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

自分 配偶者 子ども 家族全員

その他の人 該当しない わからない 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

【全体】
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区・自治会の会合・活動の分担は、「自分」である 

女性 36.8％ ＞ 男性 32.2％ 

 

【H 区・自治会の会合・活動】 

 

 

 

全体でみると、「自分」が 34.7％と最も高く、次いで「該当しない」が 26.4％、「配偶者」が

16.7％となっています。 

性別でみると、男女ともに「自分」が３割以上と最も高くなっています。 

年齢別でみると、20歳代から 30歳代では「該当しない」、40歳代以上では「自分」がそれぞれ

最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査との比較 

前回調査と比較すると、男女ともに「自分」の割合に増加がみられるものの、「該当しない」に

も増加がみられます。 
 

※ カイ２乗検定によれば、性別の回答に有意な差は認められません。 

※ 年齢別の回答については、カイ２乗検定がなじまないため検定対象外とします。  
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女性・前回(N=465)

男性・前回(N=350)
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自分 配偶者 子ども 家族全員

その他の人 該当しない わからない 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

【全体】
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家事・育児・介護に関わる時間で最も多いのは、 

女性「２時間～３時間程度」 ＞ 男性「15 分～30 分程度」 

 ４．家事・育児・介護に関わる１日（平日）の時間について 

問４ あなたの家事・育児・介護に関わる１日（平日）の時間を教えてください。 

（単数回答） 

 

 

 

全体でみると、「２時間～３時間程度」が 14.4％と最も高く、次いで「15 分～30 分程度」が

12.1％「１時間～１時間 30分程度」が 12.2％となっています。 

性別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。女性では「２時間

～３時間程度」、男性では「15 分～30 分程度」が最も高くなっています。また、女性では３時間

までが約５割であるのに対し、男性では９割を超えています。 

年齢別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。20歳代と 80歳以

上では「全くしない」、30 歳代、40 歳代では「５時間以上」、50 歳～70 歳代では「２時間～３時

間程度」が最も高くなっています。 
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【性別】

【年齢別】

（％）

【全体】
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共働きの人の家事・育児・介護に関わる１日（平日）の時間が 

「２時間～３時間程度」は、女性 24.0％ ＞ 男性 7.9％ 

 

【共働き】 

 

 

 

性別でみると、女性では「２時間～３時間程度」が 24.0％と最も高く、次いで、「５時間以上」、

「３時間～４時間程度」となっています。男性では「15分～30分程度」が 27.6％と最も高く、次

いで「０～15分程度」と「30分～１時間程度」が同じ割合となっています。 

 

前回調査との比較 

前回調査結果と比較すると、女性では「５時間以上」「４時間～５時間程度」が減少し、「３時

間～４時間程度」「２時間～３時間程度」に増加がみられます。男性では「全くしない」の割合が

減少し、「15分～30分程度」「１時間 30分～２時間程度」「２時間～３時間程度」に増加がみられ

ます。 

１人あたりの平均時間※で見ると、女性では前回の 3.95時間に対し今回 3.81時間と減少、男性

では前回の 0.95時間に対し今回 1.08時間と増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※ 「共働き」とは、調査設問Ｆ３で「自営業・家族従業（農業、商工サービス業、自由業）」「勤め人」を選んだ

人のうち、調査設問Ｆ６で「自営業・家族従業（農業、商工サービス業、自由業）」「勤め人」を選んだ人を対

象としています。（Ｆ５の「離別」「死別」「未婚」は含みません。） 

※ 1 人当たりの平均時間は、０～15 分程度を 15 分、４時間～５時間を５時間と、時間範囲の最大値で設定し、

５時間以上については６時間と設定して算出しています。  
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不明・無回答

【男性】

今回調査(N=127) 前回調査(N=111)

（％）
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共働きでない人の家事・育児・介護に関わる１日（平日）の時間が 

「５時間以上」は、女性 27.5％ ＞ 男性 1.6％ 

 

【共働きでない】 

 

 

 

性別でみると、女性では「５時間以上」が 27.5％と最も高く、次いで、「２時間～３時間程度」

が 19.6％となっています。男性では「15 分～30 分程度」が 22.8％と最も高く、次いで「30～１

時間程度」が 22.0％となっています。 

 

前回調査との比較 

前回調査結果と比較すると、女性では「30分～１時間程度」「４時間～５時間程度」が減少し、

「５時間以上」「全くしない」に増加がみられます。男性では「２時間～３時間程度」「１時間～

１時間 30 分程度」の割合が減少し、「全くしない」「30 分～１時間程度」「４時間～５時間程度」

に増加がみられます。 

１人あたりの平均時間※で見ると、女性では前回の 3.61時間に対し今回 3.68時間、男性では前

回の 0.95時間に対し今回 1.02時間と、ともに増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「共働きでない」とは、「共働き」の人以外を対象としています。（Ｆ５の「離別」「死別」「未婚」は含みませ

ん。） 

※ 1 人当たりの平均時間は、０～15 分程度を 15 分、４時間～５時間を５時間と、時間範囲の最大値で設定し、

５時間以上については６時間と設定して算出しています。  

5.8

0.7

0.7

0.7

8.0

9.4

19.6

11.6

13.0

27.5

2.9

1.8

0.9

1.3

4.9

8.5

6.7

21.4

10.7

16.1

23.7

4.0

051015202530

全くしない

0～15分程度

15分～30分程度

30分～1時間程度

1時間～1時間30分程度

1時間30分～2時間程度

2時間～3時間程度

3時間～4時間程度

4時間～5時間程度

5時間以上

不明・無回答

【女性】

今回調査(N=138) 前回調査(N=224)

（％）

20.5

9.4

22.8

22.0

11.0

3.1

3.9

1.6

3.1

1.6

0.8

15.7

8.7

22.1

18.6

14.0

4.1

7.0

0.0

0.6

1.7

7.6

0 5 10 15 20 25 30

全くしない

0～15分程度

15分～30分程度

30分～1時間程度

1時間～1時間30分程度

1時間30分～2時間程度

2時間～3時間程度

3時間～4時間程度

4時間～5時間程度

5時間以上

不明・無回答

【男性】

今回調査(N=127) 前回調査(N=172)

（％）
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「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」が、 

42.0％ 

 ５．女性が職業をもつことについて 

問５ 一般的に女性が職業をもつことについて、あなたはどうお考えですか。 

（単数回答） 

 

 

 

全体でみると、「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」が 42.0％と最も高く、次い

で「子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい」が 27.1％となって

います。 

性別でみると、男女ともに「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」が最も高く、

女性の方が男性よりも約１割近く高い状況にあります。 

年齢別でみると、20歳代～70歳代では「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」が

最も高くなっていますが、80歳以上では「子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職

業をもつ方がよい」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 性別・年齢別の回答については、カイ２乗検定がなじまないため検定対象外とします。  

0.3

0.2

0.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.7

2.4

2.7

2.2

0.0

0.0

2.2

2.3

3.1

3.3

5.3

5.3

4.8

5.1

11.3

4.7

1.5

6.1

1.0

9.2

4.0

42.0

46.0

37.9

47.2

41.9

49.6

42.0

49.0

38.6

25.3

27.1

21.1

34.7

15.1

17.4

22.6

24.4

26.0

35.9

42.7

14.4

16.7

11.5

11.3

31.4

16.1

17.6

12.5

7.2

6.7

7.9

7.7

8.3

15.1

4.7

6.6

7.6

8.3

5.2

13.3

0.5

0.7

0.0

0.0

1.5

0.0

0.0

0.7

0.0

0 20 40 60 80 100

全体(N=735)

女性(N=413)

男性(N=314)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

女性は職業をもたない方がよい
結婚するまでは職業をもつ方がよい
子どもができるまでは、職業をもつ方がよい
子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい
子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい
その他
わからない
不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

【全体】
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前回調査・内閣府（Ｂ）調査との比較 

前回調査の結果と比較すると、前回最も割合が高かった「子どもができたら職業をやめ、大き

くなったら再び職業をもつ方がよい」が、今回「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよ

い」と逆転しています。 

内閣府（Ｂ）調査の結果と比較すると、「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」が

最も高く、東郷町と比較して約２割高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 内閣府（Ｂ）の調査では、「不明･無回答」はありません。 

 

  

0.3

1.1

3.9

2.4

5.0

4.8

5.3

6.9

6.5

42.0

24.9

61.0

27.1

40.9

20.3

14.4

9.4

1.7

7.9

9.0

1.7

0.5

2.9

0.0

0 20 40 60 80 100

今回調査(N=735)

前回調査(N=841)

内閣府(B)調査(N=2,645)

女性は職業をもたない方がよい

結婚するまでは職業をもつ方がよい

子どもができるまでは、職業をもつ方がよい

子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい

子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい

その他

わからない

不明・無回答

（％）
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「仕事と家庭の両立が難しい」が、41.6％ 

 ６．働いている女性が抱く仕事上の悩みについて 

問６ 働いている女性の方におたずねします。 

仕事をするうえで、次のような悩みは、ありますか。（単数回答） 

 

 

全体でみると、「仕事と家庭の両立が難しい」が 41.6％と最も高く、次いで「困ったり、悩んだ

ことはない」が 26.6％となっています。 

年齢別でみると、20 歳代～50 歳代では「仕事と家庭の両立が難しい」が最も高くなっており、

特に 30歳代と 40歳代では約５割を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査との比較 

前回調査の結果と比較すると、「社内に手本の女性管理職や上司がいない。相談できる女性がい

ない」の割合が減少し、「困ったり、悩んだことはない」の割合が増加しています。 

 

※ 働いている女性のみの集計を行っているため、男女間の検定は行っていません。 

※ 年齢別の回答については、カイ２乗検定がなじまないため検定対象外とします。  

5.2

5.5

9.5

11.6

2.8

4.6

0.0

0.0

0.0

7.7

10.1

19.0

2.3

2.8

13.8

9.5

0.0

0.0

4.3

4.0

4.8

4.7

4.2

4.6

0.0

12.5

0.0

3.0

0.5

4.8

2.3

4.2

1.5

4.8

0.0

0.0

41.6

41.2

33.3

48.8

52.1

35.4

23.8

25.0

33.3

7.7

9.5

0.0

2.3

9.9

6.2

23.8

12.5

0.0

26.6

23.1

28.6

27.9

21.1

27.7

33.3

25.0

66.7

3.9

6.0

0.0

0.0

2.8

6.2

4.8

25.0

0.0

0 20 40 60 80 100

今回調査(N=233)

前回調査(N=199)

20歳代(N=21)

30歳代(N=43)

40歳代(N=71)

50歳代(N=65)

60歳代(N=21)

70歳代(N=8)

80歳以上(N=3)

会社が女性に機会を与えない。男尊女卑の社風がある
社内に手本の女性管理職や上司がいない。相談できる女性がいない
同性（女性）社員の努力が足りない、甘えている。意識が低い
男性社員とのコミュニケーションがうまくいかない
仕事と家庭の両立が難しい
その他
困ったり、悩んだことはない
不明・無回答

（％）

【年齢別】

【全体】
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「男性も育児休業が取れることは賛成だが、現実には取りづらいと思う」が、

64.2％ 

 ７．男性の育児休業について 

問７ 男性の育児休業について、どうお考えですか。（単数回答） 

 

 

 

全体でみると、「男性も育児休業が取れることは賛成だが、現実には取りづらいと思う」が 64.2％

と最も高く、次いで「男性は育児休業を積極的に利用すべきである」が 26.3％、「乳児は母親が面

倒をみるべきであり、男性が育児休業を取る必要はない」が 4.1％となっています。 

性別でみると、男女ともに「男性も育児休業が取れることは賛成だが、現実には取りづらいと

思う」が最も高く、ともに６割を超えています。 

年齢別でみると、すべての年齢で「男性も育児休業が取れることは賛成だが、現実には取りづ

らいと思う」が最も高く、全ての年代で５割を超えていますが、「男性は育児休業を積極的に利用

すべきである」は年代が上がるにつれ低くなる傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査との比較 

前回調査の結果と比較すると、「男性も育児休業が取れることは賛成だが、現実には取りづらい

と思う」「乳児は母親が面倒をみるべきであり、男性が育児休業を取る必要はない」が減少し、「男

性は育児休業を積極的に利用すべきである」が約１割増加しています。 

 

※ カイ２乗検定によれば、性別・年齢別の回答に有意な差は認められません。  

26.3

15.6

26.9

25.8

39.6

32.6

27.0

22.9

26.0

22.9

22.7

64.2

70.6

63.7

65.3

54.7

64.0

70.1

68.7

66.7

61.4

54.7

4.1

7.7

3.6
4.5

5.7

1.2

1.5

3.8

3.1
7.8

5.3

5.4

6.1

5.8

4.5

2.3

1.5

4.6

4.2

7.8

17.3

0 20 40 60 80 100

今回調査(N=735)

前回調査(N=841)

女性(N=413)

男性(N=314)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

男性は育児休業を積極的に利用すべきである
男性も育児休業が取れることは賛成だが、現実には取りづらいと思う
乳児は母親が面倒をみるべきであり、男性が育児休業を取る必要はない
不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）
【全体】
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「企業は男性も育児休業を取ることは当然という立場で条件整備を図るべき」が、 

48.6％ 

 

＜「問７で１または２と答えた方」におたずねします。＞ 

問７—１ 男性の育児休業の取得を促進するうえで、何が必要だと思いますか。 

（単数回答） 

 

 

 

全体でみると、「企業は男性も育児休業を取ることは当然という立場で条件整備を図るべき」が

48.6％と最も高く、次いで「行政はさらに制度的な誘導策（休業中の所得保障の充実等）を設け

るべき」が 22.2％となっています。 

性別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。女性では男性と比

較して「男性向け育児教室などを開催し、男性育児能力の向上を図るべき」が高く、男性では女

性と比較して「行政はさらに制度的な誘導策（休業中の所得保障の充実等）を設けるべき」が高

くなっています。 

年齢別でみると、すべての年齢で「企業は男性も育児休業を取ることは当然という立場で条件

整備を図るべき」が最も高くなっていますが、年齢が上がるにつれて「意識啓蒙に力を入れるべ

き」の割合に増加傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

前回調査との比較 

前回調査の結果と比較すると、ほぼ同様の結果を示しています。 
 

※ カイ２乗検定によれば、性別・年齢別の回答に有意な差は認められません。  

22.2

23.2

19.5

25.2

27.5

23.8

24.6

22.8

22.0

17.0

19.4

48.6

49.9

50.5

47.3

54.9

57.1

50.0

45.5

54.9

47.5

32.8

9.1

8.7

12.6

4.8

7.8

6.0

9.0

13.8

5.5

8.5

11.9

11.4

12.7

11.8

10.9

3.9

7.1

10.4

9.8

11.0

15.6

17.9

3.6

3.4

3.7

3.5

3.9

4.8

5.2

4.9

2.2

2.1

1.5

5.2

2.1

1.9

8.3

2.0

1.2

0.7

3.3

4.4

9.2

16.4

0 20 40 60 80 100

今回調査(N=665)

前回調査(N=725)

女性(N=374)

男性(N=286)

20歳代(N=50)

30歳代(N=83)

40歳代(N=133)

50歳代(N=120)

60歳代(N=89)

70歳代(N=129)

80歳以上(N=58)

行政はさらに制度的な誘導策（休業中の所得保障の充実等）を設けるべき
企業は男性も育児休業を取ることは当然という立場で条件整備を図るべき
男性向け育児教室などを開催し、男性育児能力の向上を図るべき
意識啓蒙に力を入れるべき
その他
不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

【全体】
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『男性優遇』が強い分野は、 

「政治の場」「社会通念・慣習･しきたりなど」「社会全体」「職場」 

 ８．男女の地位や平等感について 

問８ 次にあげる分野等での男女の地位の平等感についてあなたはどう思いますか。 

（単数回答） 

 

 

 

問８の選択肢にかかる表現は以下のように区分しており、このページ以降の文中においても反映されています。 
 

○『男性優遇』…「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」を

合わせたもの 

○『女性優遇』…「女性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば女性の方が優遇されている」を

合わせたもの 

『男性優遇』の割合をみると、「Ｅ 政治の場」「Ｇ 社会通念・慣習･しきたりなど」「Ｈ 社

会全体」で６割を超え、「Ｂ 職場」で５割を超え高くなっています。 

「平等」の割合をみると、「Ｃ 学校教育の場」が５割を超え高くなっています。 

『女性優遇』の割合をみると、すべての項目で１割未満となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10.2

12.4

1.2

4.9

30.9

11.3

21.9

13.6

35.0

41.9

13.3

25.0

40.4

33.7

47.1

50.5

36.3

21.4

52.1

36.9

12.1

28.8

12.7

15.8

5.6

4.4

3.4

4.1

1.1

3.4

1.2

3.5

1.2

1.6

0.7

1.1

0.4

1.0

0.4

0.5

7.5

12.8

23.7

23.7

11.3

17.4

12.7

12.1

4.2

5.6

5.6

4.4

3.8

4.4

4.1

3.9

0 20 40 60 80 100

A 家庭生活における平等感

(N=735)

B 職場における平等感

(N=735)

C 学校教育の場における平等感

(N=735)

D 地域活動の場における平等感

(N=735)

E 政治の場における平等感

(N=735)

F 法律や制度の上での平等感

(N=735)

G 社会通念・慣習・しきたりなど

における平等感 (N=735)

H 社会全体における平等感

(N=735)

男性の方が非常に優遇されている
どちらかといえば男性の方が優遇されている
平等
どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性の方が非常に優遇されている
わからない
不明・無回答

（％）
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前回調査との比較 

前回調査の結果と比較すると、「家庭生活」「職場」で「平等」の割合が高くなり、それ以外では

「平等」の割合は減少しており、『男性優遇』の割合が増加しています。 
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35.0
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42.9
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8.2

25.0

21.6
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39.1

33.7

31.5
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46.0

50.5

49.7

36.3

30.4

21.4

19.3

52.1
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28.8
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23.7
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17.4

15.6
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5.6

8.3

5.6

9.2

4.4

7.8

3.8

7.5

4.4

8.1

4.1

7.4

3.9

7.3

0 20 40 60 80 100

今回調査(N=735)

前回調査(N=841)

今回調査(N=735)

前回調査(N=841)

今回調査(N=735)

前回調査(N=841)

今回調査(N=735)

前回調査(N=841)

今回調査(N=735)

前回調査(N=841)

今回調査(N=735)

前回調査(N=841)

今回調査(N=735)

前回調査(N=841)

今回調査(N=735)

前回調査(N=841)

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている
平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性の方が非常に優遇されている わからない
不明・無回答

（％）【A 家庭生活における平等感】

【B 職場における平等感】

【C 学校教育の場における平等感】

【D 地域活動の場における平等感】

【E 政治の場における平等感】

【F 法律や制度の上での平等感】

【G 社会通念・慣習・しきたりなどにおける平等感】

【H 社会全体における平等感】
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『男性優遇』45.2％ ＞ 「平等」36.3％ ＞ 『女性優遇』6.8％ 

 

【Ａ 家庭生活における平等感】 

 

 

全体でみると、『男性優遇』が 45.2％、『女性優遇』が 6.8％となっています。 

性別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。女性では『男性優

遇』、男性では「平等」がそれぞれ最も高くなっています。 

年齢別でみると、40歳代以上では『男性優遇』、20歳代、30歳代では「平等」がそれぞれ最も

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 年齢別の回答については、カイ２乗検定がなじまないため検定対象外とします。  

10.2

14.0

5.1

3.8

14.0

9.5

12.2

6.3

13.7

6.7

35.0

39.5

29.3

30.2

22.1

35.0

31.3

36.5

45.8

34.7

36.3

27.1

49.0

45.3

46.5

35.0

37.4

35.4

28.8

36.0

5.6

5.1

6.1

7.5

8.1

6.6

6.9

4.2

2.6

5.3

1.2

0.2

2.2

0.0

4.7

0.7

0.0

2.1

0.7

1.3

7.5

9.0

5.7

11.3

3.5

8.8

10.7

8.3

5.2

5.3

4.2

5.1

2.5

1.9

1.2

4.4

1.5

7.3

3.3

10.7

0 20 40 60 80 100

全体(N=735)

女性(N=413)

男性(N=314)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている
平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性の方が非常に優遇されている わからない
不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）
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『男性優遇』54.3％ ＞ 「平等」21.4％ ＞ 『女性優遇』6.0％ 

 

【Ｂ 職場における平等感】 

 

 

全体でみると、『男性優遇』が 54.3％、『女性優遇』が 6.0％となっています。 

性別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。男女ともに『男性

優遇』が５割を超えていますが、男性では「平等」の割合が女性よりも約１割高くなっています。 

年齢別でみると、すべての年齢で『男性優遇』が高くなっています。70歳以上では、「平等」が

２割を下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 年齢別の回答については、カイ２乗検定がなじまないため検定対象外とします。  

12.4

14.5

9.6

13.2

14.0

13.9

11.5

8.3

15.7

6.7

41.9

41.4

43.0

45.3

34.9

43.1

46.6

42.7

41.2

40.0

21.4

17.2

27.1

20.8

25.6

24.1

26.0

20.8

15.0

17.3

4.4

3.4

5.7

5.7

5.8

6.6

6.1

3.1

2.0

1.3

1.6

0.5

3.2

1.9

7.0

1.5

0.0

2.1

0.7

0.0

12.8

17.2

6.7

13.2

12.8

8.0

9.2

15.6

17.0

16.0

5.6

5.8

4.8

2.9

0.8

7.3

8.5

18.7

0 20 40 60 80 100

全体(N=735)

女性(N=413)

男性(N=314)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

【全体】
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「平等」52.1％ ＞ 『男性優遇』14.5％ ＞ 『女性優遇』4.1％ 

 

【Ｃ 学校教育の場における平等感】 

 

 

全体でみると、『男性優遇』が 14.5％、『女性優遇』が 4.1％、「平等」が 52.1％となっていま

す。 

性別でみると、女性の「平等」が５割に満たず、男性の約６割を１割以上下回っています。 

年齢別でみると、すべての年齢で「平等」が最も高く、60 歳代以下では５割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 性別・年齢別の回答については、カイ２乗検定がなじまないため検定対象外とします。  

1.2

1.9

0.3

0.0

1.2

1.5

0.0

2.1

2.6

0.0

13.3

16.7

8.9

5.7

14.0

11.7

16.8

11.5

15.7

12.0

52.1

46.5

59.6

69.8

54.7

53.3

55.0

54.2

45.8

41.3

3.4

3.4

3.5

9.4

4.7

4.4

4.6

0.0

1.3

2.7

0.7

0.7

0.6

0.0

2.3

0.7

1.5

0.0

0.0

0.0

23.7

25.2

22.0

15.1

23.3

25.5

21.4

25.0

26.1

25.3

5.6

5.6

5.1

0.0

2.9

0.8

7.3

8.5

18.7

0 20 40 60 80 100

全体(N=735)

女性(N=413)

男性(N=314)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

【全体】
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「平等」36.9％ ＞ 『男性優遇』29.9％ ＞ 『女性優遇』5.2％ 

 

【Ｄ 地域活動の場における平等感】 

 

 

全体でみると、『男性優遇』が 29.9％、『女性優遇』が 5.2％、「平等」が 36.9％となっていま

す。 

性別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。女性では『男性優

遇』が約４割と最も高くなっていますが、男性では「平等」が約５割と最も高くなっています。 

年齢別でみると、すべての年齢で「平等」が３割を超え最も高くなっており、特に 20歳代と 60

歳代では４割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 年齢別の回答については、カイ２乗検定がなじまないため検定対象外とします。  

4.9

6.3

3.2

3.8

7.0

4.4

6.9

3.1

5.2

2.7

25.0

30.8

17.8

18.9

23.3

27.0

23.7

21.9

30.1

24.0

36.9

29.1

47.1

43.4

31.4

33.6

36.6

42.7

35.9

38.7

4.1

2.9

5.4

11.3

2.3

1.5

5.3

2.1

6.5

1.3

1.1

0.7

1.6

0.0

2.3

0.7

2.3

1.0

0.7

0.0

23.7

24.9

22.3

22.6

33.7

29.9

23.7

22.9

15.7

20.0

4.4

5.3

2.5

0.0

0.0

2.9

1.5

6.3

5.9

13.3

0 20 40 60 80 100

全体(N=735)

女性(N=413)

男性(N=314)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

【全体】
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『男性優遇』71.3％ ＞ 「平等」12.1％ ＞ 『女性優遇』1.5％ 

 

【Ｅ 政治の場における平等感】 

 

 

全体でみると、『男性優遇』が 71.3％、『女性優遇』が 1.5％、「平等」が 12.1％となっていま

す。 

性別でみると、男女ともに『男性優遇』が６割を超えていますが、女性では男性を約１割程度

上回っています。次いで、「平等」が女性では約１割、男性では約２割と女性は男性の半数を下回

っています。 

年齢別でみると、すべての年齢で『男性優遇』が５割を超えて最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 性別・年齢別の回答については、カイ２乗検定がなじまないため検定対象外とします。  

30.9

38.3

22.0

41.5

45.3

29.9

34.4

28.1

23.5

22.7

40.4

37.0

44.6

35.8

33.7

46.7

38.9

35.4

47.1

36.0

12.1

7.7

18.2

15.1

7.0

10.2

12.2

13.5

12.4

14.7

1.1

0.5

1.9

0.0

1.2

0.7

1.5

2.1

1.3

0.0

0.4

0.5

0.3

0.0

2.3

0.0

0.0

0.0

0.0

1.3

11.3

11.6

10.5

7.5

10.5

9.5

12.2

14.6

11.1

13.3

3.8

4.4

2.5

0.0

0.0

2.9

0.8

6.3

4.6

12.0

0 20 40 60 80 100

全体(N=735)

女性(N=413)

男性(N=314)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

【全体】
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『男性優遇』45.0％ ＞ 「平等」28.8％ ＞ 『女性優遇』4.4％ 

 

【Ｆ 法律や制度の上での平等感】 

 

 

全体でみると、『男性優遇』が 45.0％、『女性優遇』が 4.4％、「平等」が 28.8％となっていま

す。 

性別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。女性では『男性優

遇』が５割以上、男性では「平等」が約４割と最も高くなっています。 

年齢別でみると、全ての年代で『男性優遇』が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 年齢別の回答については、カイ２乗検定がなじまないため検定対象外とします。  

11.3

15.7

5.7

5.7

19.8

11.7

15.3

9.4

9.2

5.3

33.7

38.7

27.4

34.0

23.3

36.5

36.6

37.5

33.3

32.0

28.8

18.9

42.4

32.1

22.1

25.5

28.2

28.1

32.7

33.3

3.4

1.5

5.4

9.4

4.7

2.2

5.3

5.2

0.7

0.0

1.0

0.0

2.2

1.9

4.7

0.7

0.0

1.0

0.0

0.0

17.4

20.6

13.4

17.0

25.6

20.4

13.0

12.5

17.0

18.7

4.4

4.6

3.5

2.9

1.5

6.3

7.2

10.7

0 20 40 60 80 100

全体(N=735)

女性(N=413)

男性(N=314)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

0.0

0.0

【全体】
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『男性優遇』69.0％ ＞ 「平等」12.7％ ＞ 『女性優遇』1.6％ 

 

【Ｇ 社会通念・慣習・しきたりなどにおける平等感】 

 

 

全体でみると、『男性優遇』が 69.0％、『女性優遇』が 1.6％、「平等」が 12.7％となっていま

す。 

性別でみると、男女ともに『男性優遇』が６割を超え、特に女性では７割を超え高くなってい

ます。「平等」については、女性では約１割、男性では約２割と、女性は男性の半数を下回ってい

ます。 

年齢別でみると、すべての年齢で『男性優遇』がそれぞれ最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 性別・年齢別の回答については、カイ２乗検定がなじまないため検定対象外とします。  

21.9

28.3

13.7

15.1

30.2

19.7

26.7

25.0

21.6

10.7

47.1

43.6

51.9

45.3

40.7

56.9

45.8

38.5

49.0

48.0

12.7

8.5

18.2

17.0

14.0

8.0

14.5

13.5

10.5

14.7

1.2

0.7

1.9

1.9

1.2

0.7

2.3

1.0

1.3

0.0

0.4

0.0

1.0

0.0

2.3

0.0

0.0

1.0

0.0

0.0

12.7

15.0

9.6

20.8

11.6

11.7

9.9

13.5

13.1

13.3

4.1

3.9

3.8

0.0

2.9

0.8

7.3

4.6

13.3

0 20 40 60 80 100

全体(N=735)

女性(N=413)

男性(N=314)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

0.0

【全体】
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『男性優遇』64.1％ ＞ 「平等」15.8％ ＞ 『女性優遇』4.0％ 

 

【Ｈ 社会全体における平等感】 

 

 

全体でみると、『男性優遇』が 64.1％、『女性優遇』が 4.0％、「平等」が 15.8％となっていま

す。 

性別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。女性では『男性優

遇』が７割であるのに対し、男性では６割未満となっています。 

年齢別でみると、すべての年齢で『男性優遇』が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 年齢別の回答については、カイ２乗検定がなじまないため検定対象外とします。  

13.6

17.9

8.3

11.3

17.4

10.9

14.5

13.5

15.7

10.7

50.5

52.1

48.7

49.1

39.5

56.9

55.0

49.0

49.7

49.3

15.8

9.4

24.5

17.0

19.8

12.4

15.3

16.7

15.0

16.0

3.5

2.2

5.1

5.7

4.7

5.8

3.1

2.1

2.0

2.7

0.5

0.0

1.3

0.0

2.3

0.0

0.0

1.0

0.7

0.0

12.1

14.0

9.2

17.0

16.3

10.9

11.5

11.5

12.4

8.0

3.9

4.4

2.9

0.0

2.9

0.8

6.3

4.6

13.3

0 20 40 60 80 100

全体(N=735)

女性(N=413)

男性(N=314)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等 どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている わからない

不明・無回答

【年齢別】

（％）

【性別】

0.0

【全体】
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「女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、慣習･しきたりを改めること」が、

33.9％ 

 ９．男女があらゆる分野でもっと平等になるために最も重要なこと 

について 

問９ 男女が社会のあらゆる分野でもっと平等になるために、最も重要なことは 

何だと思いますか。（単数回答） 

 

 

 

全体でみると、「女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、慣習･しきたりを改めること」

が 33.9％と最も高く、次いで「女性自身が経済力をつけたり、知識･技術を習得するなど、積極的

に力の向上を図ること」が 15.1％となっています。 

性別でみると、男女ともに「女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、慣習･しきたりを

改めること」が約３割と最も高くなっています。 

年齢別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。20歳代から 70歳

代では「女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、慣習･しきたりを改めること」が、80歳

代では「国・地方自治体、企業などの重要な役職に一定の割合で女性を登用する制度を採用・充

実すること」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ カイ２乗検定によれば、性別の回答に有意な差は認められません。  

11.4

9.4

14.3

13.2

11.6

9.5

10.7

19.8

8.5

10.7

33.9

34.6

32.8

34.0

37.2

43.8

35.9

35.4

28.8

17.3

15.1

16.0

14.3

9.4

14.0

10.9

16.0

11.5

23.5

14.7

13.9

16.9

10.2

15.1

11.6

10.9

14.5

10.4

17.6

17.3

12.1

10.9

13.7

15.1

9.3

10.9

10.7

9.4

11.8

21.3

4.1

3.1

5.4

7.5

7.0

5.1

4.6

1.0

2.6

2.7

7.9

7.7

7.6

5.7

9.3

7.3

6.1

11.5

7.2

8.0

1.6

1.2

1.6

0.0

0.0

1.5

1.5

1.0

0.0

8.0

0 20 40 60 80 100

全体(N=735)

女性(N=413)

男性(N=314)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

法律や制度の上での見直しを行い、女性差別につながるものを改めること
女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、慣習・しきたりを改めること
女性自身が経済力をつけたり、知識・技術を習得するなど、積極的に力の向上を図ること
女性の就業、社会参加を支援する施設やサービスの充実を図ること
国・地方自治体、企業などの重要な役職に一定の割合で女性を登用する制度を採用・充実すること
その他
わからない
不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

【全体】
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前回調査との比較 

前回調査の結果と比較すると、「女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、慣習･しきた

りを改めること」「国・地方自治体、企業などの重要な役職に一定の割合で女性を登用する制度を

採用・充実すること」の割合が増加しています。また「女性自身が経済力をつけたり、知識・技術

を習得するなど、積極的に力の向上を図ること」「女性の就業、社会参加を支援する施設やサービ

スの充実を図ること」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.4

10.2

33.9

29.8

15.1

17.4

13.9

16.3

12.1

10.6

4.1

3.1

7.9

9.5

1.6

3.1

0 20 40 60 80 100

今回調査

(N=735)

前回調査

(N=841)

法律や制度の上での見直しを行い、女性差別につながるものを改めること

女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、慣習・しきたりを改めること

女性自身が経済力をつけたり、知識・技術を習得するなど、積極的に力の向上を図ること

女性の就業、社会参加を支援する施設やサービスの充実を図ること

国・地方自治体、企業などの重要な役職に一定の割合で女性を登用する制度を採用・充実すること

その他

わからない

不明・無回答

（％）
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「保育所や放課後児童クラブなど、子どもを預けられる環境の整備」が、 

80.3％ 

 １０．女性が出産後も離職せずに職場で働き続けるために必要な 

ことについて 

問 10 あなたは、女性が出産後も離職せずに職場で働き続けるために、家庭・社会・ 

職場において必要なことは何だと思いますか。（複数回答） 

 

 

 

全体でみると、「保育所や放課後児童クラブなど、子どもを預けられる環境の整備」が 80.3％と

最も高く、次いで「男性の家事参加への理解･意識改革」が 55.6％、「職場における育児･介護との

両立支援制度の充実」が 55.4％となっています。 

性別でみると、男女ともに「保育所や放課後児童クラブなど、子どもを預けられる環境の整備」

が最も高いほか、女性では「男性の家事参加への理解・意識改革」も次いで高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ カイ２乗検定によれば、性別の回答に有意な差は認められません。  

80.3

35.0

46.3

55.6

49.8

25.9

46.5

55.4

31.6

36.1

33.6

2.4

0.7

2.2

2.0

82.1

36.8

47.2

65.1

52.5

25.9

47.0

59.1

36.3

36.3

34.1

2.4

1.2

2.2

1.5

79.0

32.8

45.2

43.9

46.5

25.5

46.2

51.0

25.8

36.3

33.4

2.5

0.0

2.2

2.2

0 20 40 60 80 100

保育所や放課後児童クラブなど、子どもを

預けられる環境の整備

介護支援サービスの充実

家事・育児支援のサービスの充実

男性の家事参加への理解・意識改革

女性が働き続けることへの周囲の

理解・意識改革

働き続けることへの女性自身の意識改革

男女双方の長時間労働の改善を含めた

働き方改革

職場における育児・介護との両立支援制度

の充実

短時間勤務制度の義務化などの法令の遵守

在宅勤務制度などの推奨

育児や介護による仕事への制約を理由とした昇進

などへの不利益な取扱いの禁止の法令の遵守

その他

特にない

わからない

不明・無回答

全体(N=735)
女性(N=413)
男性(N=314)

（％）

保育所や放課後児童クラブなど、子どもを預けられ
る環境の整備 

介護支援サービスの充実 

家事・育児支援のサービスの充実 

男性の家事参加への理解・意識改革 

女性が働き続けることへの周囲の理解・意識改革 

働き続けることへの女性自身の意識改革 

男女双方の長時間労働の改善を含めた働き方改革 

職場における育児・介護との両立支援制度の充実 

短時間勤務制度の義務化などの法令の遵守 

在宅勤務制度などの推奨 

育児や介護による仕事への制約を理由とした昇進 
などへの不利益な取扱いの禁止の法令の遵守 

その他 

特にない 

わからない 

不明・無回答 
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年齢別でみると、全ての年代で「保育所や放課後児童クラブなど、子どもを預けられる環境の

整備」が最も高くなっています。次いで、30歳代～50歳代以下では「男性の家事参加への理解・

意識改革」、60歳代以上では「職場における育児・介護との両立支援制度の充実」、20歳代ではそ

の両方が高くなっています。 

 

  

保
育
所
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

な
ど
、
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
環

境
の
整
備 

介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

家
事
・
育
児
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
の

充
実 

男
性
の
家
事
参
加
へ
の
理
解
・
意

識
改
革 

女
性
が
働
き
続
け
る
こ
と
へ
の

周
囲
の
理
解
・
意
識
改
革 

働
き
続
け
る
こ
と
へ
の
女
性
自

身
の
意
識
改
革 

男
女
双
方
の
長
時
間
労
働
の
改

善
を
含
め
た
働
き
方
改
革 

職
場
に
お
け
る
育
児
・
介
護
と
の

両
立
支
援
制
度
の
充
実 

20歳代(N=53) 79.2 18.9 60.4 64.2 52.8 24.5 49.1 64.2 

30歳代(N=86) 88.4 25.6 47.7 62.8 51.2 22.1 60.5 59.3 

40歳代(N=137) 80.3 33.6 56.9 67.2 50.4 24.8 55.5 57.7 

50歳代(N=131) 78.6 45.8 47.3 57.3 50.4 27.5 43.5 52.7 

60歳代(N=96) 80.2 34.4 41.7 50.0 49.0 24.0 39.6 55.2 

70歳代(N=153) 78.4 36.6 36.6 45.8 49.0 26.1 40.5 52.9 

80歳以上(N=75) 80.0 38.7 37.3 45.3 48.0 30.7 38.7 52.0 

単位：％ 

  

短
時
間
勤
務
制
度
の
義
務
化
な

ど
の
法
令
の
遵
守 

在
宅
勤
務
制
度
な
ど
の
推
奨 

育
児
や
介
護
に
よ
る
仕
事
へ
の

制
約
を
理
由
と
し
た
昇
進
な
ど

へ
の
不
利
益
な
取
扱
い
の
禁
止

の
法
令
の
遵
守 

そ
の
他 

特
に
な
い 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 

20歳代(N=53) 45.3 50.9 35.8 0.0 0.0 1.9 0.0 

30歳代(N=86) 44.2 48.8 40.7 5.8 0.0 1.2 0.0 

40歳代(N=137) 43.1 47.4 39.4 3.6 0.7 0.7 0.7 

50歳代(N=131) 27.5 27.5 29.8 3.8 0.8 0.8 1.5 

60歳代(N=96) 21.9 26.0 27.1 0.0 0.0 3.1 1.0 

70歳代(N=153) 25.5 32.0 32.7 2.0 0.7 2.6 4.6 

80歳以上(N=75) 18.7 26.7 30.7 0.0 2.7 6.7 4.0 

単位：％ 

※ 年齢別の回答については、カイ２乗検定がなじまないため検定対象外とします。  
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前回調査・内閣府（Ａ）調査との比較 

前回調査と比較すると、今回は全般的に割合が高い傾向が見られますが、「家事・育児支援サー

ビスの充実」「在宅勤務制度などの推奨」「男女双方の長時間労働の改善を含めた働き方改革」「保

育所や放課後児童クラブなど、子どもを預けられる環境の整備」「男性の家事参加への理解・意識

改革」等の割合で約１割増加しています。 

内閣府（Ａ）調査と比較すると、東郷町では全般的に割合が高い傾向が見られますが、「男女双

方の長時間労働の改善を含めた働き方改革」で約２割、「職場における育児･介護との両立支援制

度の充実」「育児や介護による仕事への制約を理由とした昇進などへの不利益な取扱いの禁止の法

令の遵守」「保育所や放課後児童クラブなど、子どもを預けられる環境の整備」等で約１割、東郷

町の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 内閣府（Ａ）の調査では、「在宅勤務制度などの推奨」「不明・無回答」はありません。  
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35.0

46.3

55.6
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46.5
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0.7
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2.0

72.2

33.8

33.4

47.7

45.2

23.8

37.1

52.4

27.9

24.6

27.1

2.3

2.1

3.8

2.7

71.6

33.6

47.1

48.6

49.6

25.8

25.9

44.4

30.4

-

23.7

0.4

0.7

1.6

-

0 20 40 60 80 100

保育所や放課後児童クラブなど、子どもを

預けられる環境の整備

介護支援サービスの充実

家事・育児支援のサービスの充実

男性の家事参加への理解・意識改革

女性が働き続けることへの周囲の

理解・意識改革

働き続けることへの女性自身の意識改革

男女双方の長時間労働の改善を含めた

働き方改革

職場における育児・介護との両立支援制度

の充実

短時間勤務制度の義務化などの法令の遵守

在宅勤務制度などの推奨

育児や介護による仕事への制約を理由とした昇進

などへの不利益な取扱いの禁止の法令の遵守

その他

特にない

わからない

不明・無回答

今回調査(N=735)

前回調査(N=841)

内閣府(A)調査(N=3,037)

（％）

保育所や放課後児童クラブなど、子どもを預けられ
る環境の整備 

介護支援サービスの充実 

家事・育児支援のサービスの充実 

男性の家事参加への理解・意識改革 

女性が働き続けることへの周囲の理解・意識改革 

働き続けることへの女性自身の意識改革 

男女双方の長時間労働の改善を含めた働き方改革 

職場における育児・介護との両立支援制度の充実 

短時間勤務制度の義務化などの法令の遵守 

在宅勤務制度などの推奨 

育児や介護による仕事への制約を理由とした昇進 
などへの不利益な取扱いの禁止の法令の遵守 

その他 

特にない 

わからない 

不明・無回答 
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「企業などが自主的に、女性社員の採用･登用･教育訓練などに目標を設けたり、 

女性社員の進出を促す計画を策定する」が、40.8％ 

 １１．女性があまり進出していない分野に女性の進出を進めていく

ための措置について 

問 11 女性があまり進出していない分野に女性の進出を進めていくために、 

どのような措置をとるのがよいと思いますか。（複数回答） 

 

 

 

全体でみると、「企業などが自主的に、女性社員の採用･登用･教育訓練などに目標を設けたり、

女性社員の進出を促す計画を策定する」が 40.8％と最も高く、次いで「国や地方自治体が自主的

に、女性職員の採用・登用・教育訓練などに目標を設けたり、女性職員の進出を促す計画を策定

する」が 36.3％、「政党が、選挙の候補者に一定の割合で女性を含めるようにする」が 30.2％と

なっています。 

性別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。男女ともに「企業

などが自主的に、女性社員の採用･登用･教育訓練などに目標を設けたり、女性社員の進出を促す

計画を策定する」が最も高くなっていますが、「国や地方自治体が、女性を積極的に活用する企業

などに助成を行ったり、税を軽減したりする」「国や地方自治体が、公共事業の発注に当たって女

性を積極的に活用する企業などを優遇する」で女性よりも男性の割合が高くなっています。 
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25.8
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9.9

14.3
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0 10 20 30 40 50

政党が、選挙の候補者に一定の割合で女性を含めるようにする

国や地方自治体の審議会・委員会の委員などに女性を優先的に

任命する

国や地方自治体が、公共事業の発注に当たって女性を積極的に

活用する企業などを優遇する

国や地方自治体が、女性を積極的に活用する企業などに助成を

行ったり、税を軽減したりする

国や地方自治体が、職員の採用や管理職への登用などで女性の

数や比率を定める割当制（クォータ）を設けるようにする

国や地方自治体が自主的に、女性職員の採用・登用・教育訓練

などに目標を設けたり、女性職員の進出を促す計画を策定する

企業が、社員の採用や管理職への登用などで女性の数や比率を

定める割当性（クォータ）を設けるようにする

企業などが自主的に、女性社員の採用・登用・教育訓練などに

目標を設けたり、女性社員の進出を促す計画を策定する

理工系などの女性の少ない大学の学部への進学を促すため、

啓発や情報提供などの支援を行う

女性の起業家に対し融資などの支援を行う

その他

わからない

不明・無回答

全体(N=735)
女性(N=413)
男性(N=314)

（％）
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年齢別でみると、20歳代では「政党が、選挙の候補者に一定の割合で女性を含めるようにする」、

30歳代では「政党が、選挙の候補者に一定の割合で女性を含めるようにする」「国や地方自治体が

自主的に、女性職員の採用・登用・教育訓練などに目標を設けたり、女性職員の進出を促す計画

を策定する」「企業などが自主的に、女性社員の採用・登用・教育訓練などに目標を設けたり、女

性社員の進出を促す計画を策定する」、70 歳代では「国や地方自治体が自主的に、女性職員の採

用・登用・教育訓練などに目標を設けたり、女性職員の進出を促す計画を策定する」、40歳代～60

歳代と 80 歳以上では、「企業などが自主的に、女性社員の採用・登用・教育訓練などに目標を設

けたり、女性社員の進出を促す計画を策定する」がそれぞれ最も高くなっています。 

 

政
党
が
、
選
挙
の
候
補
者
に

一
定
の
割
合
で
女
性
を
含
め

る
よ
う
に
す
る 

国
や
地
方
自
治
体
の
審
議

会
・
委
員
会
の
委
員
な
ど
に

女
性
を
優
先
的
に
任
命
す
る 

国
や
地
方
自
治
体
が
、
公
共

事
業
の
発
注
に
当
た
っ
て
女

性
を
積
極
的
に
活
用
す
る
企

業
な
ど
を
優
遇
す
る 

国
や
地
方
自
治
体
が
、
女
性

を
積
極
的
に
活
用
す
る
企
業

な
ど
に
助
成
を
行
な
っ
た

り
、
税
を
軽
減
し
た
り
す
る 

国
や
地
方
自
治
体
が
、
職
員

の
採
用
や
管
理
職
へ
の
登
用

な
ど
で
女
性
の
数
や
比
率
を

定
め
る
割
当
制
（
ク
ォ
ー
タ
）

を
設
け
る
よ
う
に
す
る 

国
や
地
方
自
治
体
が
自
主
的

に
、
女
性
職
員
の
採
用
・
登

用
・
教
育
訓
練
な
ど
に
目
標

を
設
け
た
り
、
女
性
職
員
の

進
出
を
促
す
計
画
を
策
定
す

る 企
業
が
、
社
員
の
採
用
や
管

理
職
へ
の
登
用
な
ど
で
女
性

の
数
や
比
率
を
定
め
る
割
当

制
（
ク
ォ
ー
タ
）
を
設
け
る

よ
う
に
す
る 

20歳代(N=53) 32.1 9.4 13.2 28.3 18.9 28.3 17.0 

30歳代(N=86) 26.7 11.6 11.6 17.4 23.3 26.7 24.4 

40歳代(N=137) 24.8 13.1 17.5 20.4 25.5 35.0 31.4 

50歳代(N=131) 30.5 14.5 20.6 21.4 22.1 28.2 25.2 

60歳代(N=96) 34.4 22.9 18.8 22.9 28.1 40.6 22.9 

70歳代(N=153) 34.6 20.9 16.3 22.2 34.0 50.3 22.9 

80歳以上(N=75) 28.0 13.3 24.0 14.7 26.7 36.0 25.3 

単位：％ 

 

企
業
な
ど
が
自
主
的
に
、

女
性
社
員
の
採
用
・
登
用
・

教
育
訓
練
な
ど
に
目
標
を

設
け
た
り
、
女
性
社
員
の

進
出
を
促
す
計
画
を
策
定

す
る 

理
工
系
な
ど
の
女
性
の
少

な
い
大
学
の
学
部
へ
の
進

学
を
促
す
た
め
、
啓
発
や

情
報
提
供
な
ど
の
支
援
を

行
う 

女
性
の
起
業
家
に
対
し
融

資
な
ど
の
支
援
を
行
う 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 

20歳代(N=53) 30.2 20.8 13.2 7.5 22.6 0.0 

30歳代(N=86) 26.7 19.8 10.5 19.8 16.3 0.0 

40歳代(N=137) 42.3 18.2 10.9 6.6 19.7 1.5 

50歳代(N=131) 38.2 19.8 11.5 8.4 21.4 2.3 

60歳代(N=96) 47.9 12.5 12.5 6.3 22.9 1.0 

70歳代(N=153) 47.1 23.5 13.7 5.2 15.0 3.9 

80歳以上(N=75) 45.3 21.3 16.0 2.7 16.0 9.3 

単位：％ 

※ カイ２乗検定によれば、年齢別の回答に有意な差は認められません。  
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前回調査との比較 

前回調査の結果と比較すると、「政党が、選挙の候補者に一定の割合で女性を含めるようにする」

「企業が、社員の採用や管理職への登用などで女性の数や比率を定める割当性（クォータ）を設

けるようにする」「国や地方自治体が、職員の採用や管理職への登用などで女性の数や比率を定め

る割当制（クォータ）を設けるようにする」等で特に割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

30.2

15.8

17.7

20.8

26.4

36.3

25.0

40.8

19.6

12.5

7.8

18.9

2.7

16.5

12.7

15.2

21.6

19.3

30.2

18.2

40.8

15.2

11.5

6.5

18.8

4.6

0 10 20 30 40 50

政党が、選挙の候補者に一定の割合で女性を含めるようにする

国や地方自治体の審議会・委員会の委員などに女性を優先的に

任命する

国や地方自治体が、公共事業の発注に当たって女性を積極的に

活用する企業などを優遇する

国や地方自治体が、女性を積極的に活用する企業などに助成を

行ったり、税を軽減したりする

国や地方自治体が、職員の採用や管理職への登用などで女性の

数や比率を定める割当制（クォータ）を設けるようにする

国や地方自治体が自主的に、女性職員の採用・登用・教育訓練

などに目標を設けたり、女性職員の進出を促す計画を策定する

企業が、社員の採用や管理職への登用などで女性の数や比率を

定める割当性（クォータ）を設けるようにする

企業などが自主的に、女性社員の採用・登用・教育訓練などに

目標を設けたり、女性社員の進出を促す計画を策定する

理工系などの女性の少ない大学の学部への進学を促すため、

啓発や情報提供などの支援を行う

女性の起業家に対し融資などの支援を行う

その他

わからない

不明・無回答

今回調査(N=735)

前回調査(N=841)

（％）
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「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく図ること」が、66.0％ 

 １２．男性が女性とともに家事、子育て、介護、地域活動に積極的

に参加していくために必要なことについて 

問 12 今後、男性が女性とともに家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加 

していくためには、どのようなことが必要だと思いますか。（複数回答） 

 

 

全体でみると、「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく図ること」が 66.0％と最も高く、

次いで「男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと」が 53.3％、「労

働時間短縮や休暇制度を普及することで、仕事以外の時間をより多く持てるようにすること」が

51.7％となっています。 

性別でみると、男女ともに「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく図ること」が最も高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ カイ２乗検定によれば、性別の回答に有意な差は認められません。  

53.3

19.3

66.0

38.2

41.5

51.7

30.5

19.3

25.6

25.3

3.8

2.3

1.4

60.0

22.0

68.0

42.6

43.6

52.1

34.9

21.3

27.4

27.8

2.7

1.9

1.0

44.9

15.9

63.4

33.1

38.9

51.9

25.2

16.6

23.2

22.3

5.4

2.5

1.3

0 20 40 60 80

男性が家事などに参加することに対する男性自身

の抵抗感をなくすこと

男性が家事などに参加することに対する女性の

抵抗感をなくすこと

夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく図ること

年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担等に

ついての当事者の考え方を尊重すること

社会の中で、男性による家事、子育て、介護、

地域活動についても、その評価を高めること

労働時間短縮や休暇制度を普及することで、

仕事以外の時間をより多く持てるようにすること

男性が家事、子育て、介護、地域活動に関心を

高めるよう啓発や情報提供を行うこと

国や地方自治体などの研修等により、男性の

家事や子育て、介護等の技能を高めること

男性が子育てや介護、地域活動を行うための、

仲間（ネットワーク）作りを進めること

家庭や地域活動と仕事の両立などの問題に

ついて、男性が相談しやすい窓口を設けること

その他

特に必要なことはない

不明・無回答

全体(N=735)

女性(N=413)

男性(N=314)

（％）
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年齢別でみると、30歳代では「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく図ること」と「労

働時間短縮や休暇制度を普及することで、仕事以外の時間をより多く持てるようにすること」、そ

のほかの年代では「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく図ること」が最も高くなってい

ます。 

 

  

男
性
が
家
事
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と

に
対
す
る
男
性
自
身
の
抵
抗
感
を
な

く
す
こ
と 

男
性
が
家
事
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と

に
対
す
る
女
性
の
抵
抗
感
を
な
く
す

こ
と 

夫
婦
や
家
族
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
よ
く
図
る
こ
と 

年
配
者
や
ま
わ
り
の
人
が
、
夫
婦
の
役

割
分
担
等
に
つ
い
て
の
当
事
者
の
考

え
方
を
尊
重
す
る
こ
と 

社
会
の
中
で
、
男
性
に
よ
る
家
事
、
子

育
て
、
介
護
、
地
域
活
動
に
つ
い
て
も
、

そ
の
評
価
を
高
め
る
こ
と 

労
働
時
間
短
縮
や
休
暇
制
度
を
普
及

す
る
こ
と
で
、
仕
事
以
外
の
時
間
を
よ

り
多
く
持
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と 

男
性
が
家
事
、
子
育
て
、
介
護
、
地
域

活
動
に
関
心
を
高
め
る
よ
う
啓
発
や

情
報
提
供
を
行
う
こ
と 

国
や
地
方
自
治
体
な
ど
の
研
修
等
に

よ
り
、
男
性
の
家
事
や
子
育
て
、
介
護

等
の
技
能
を
高
め
る
こ
と 

20歳代(N=53) 54.7 11.3 73.6 47.2 39.6 60.4 22.6 20.8 

30歳代(N=86) 51.2 22.1 68.6 39.5 41.9 68.6 29.1 15.1 

40歳代(N=137) 48.2 19.0 67.2 38.0 46.0 59.9 29.2 20.4 

50歳代(N=131) 56.5 19.8 61.8 34.4 36.6 49.6 30.5 19.1 

60歳代(N=96) 54.2 18.8 58.3 36.5 49.0 47.9 29.2 15.6 

70歳代(N=153) 56.2 20.3 69.3 37.3 37.9 45.1 37.3 19.0 

80歳以上(N=75) 54.7 21.3 66.7 41.3 42.7 34.7 28.0 28.0 

単位：％  

  

男
性
が
子
育
て
や
介
護
、
地
域
活
動
を

行
う
た
め
の
、
仲
間
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

作
り
を
進
め
る
こ
と 

家
庭
や
地
域
活
動
と
仕
事
の
両
立
な

ど
の
問
題
に
つ
い
て
、
男
性
が
相
談
し

や
す
い
窓
口
を
設
け
る
こ
と 

そ
の
他 

特
に
必
要
な
こ
と
は
な
い 

不
明
・
無
回
答 

20歳代(N=53) 28.3 35.8 1.9 1.9 0.0 

30歳代(N=80) 22.1 19.8 10.5 1.2 0.0 

40歳代(N=128) 26.3 27.0 5.8 1.5 0.0 

50歳代(N=121) 26.7 22.9 3.1 0.8 1.5 

60歳代(N=91) 27.1 26.0 4.2 5.2 1.0 

70歳代(N=152) 24.2 24.8 1.3 1.3 1.3 

80歳以上(N=74) 26.7 26.7 0.0 6.7 5.3 

単位：％      

※ カイ２乗検定によれば、年齢別の回答に有意な差は認められません。  
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前回調査との比較 

前回調査の結果と比較すると、全般的に回答数に増加が見られますが、「夫婦や家族間でのコミ

ュニケーションをよく図ること」「男性が子育てや介護、地域活動を行うための、仲間（ネットワ

ーク）作りを進めること」「国や地方自治体などの研修等により、男性の家事や子育て、介護等の

技能を高めること」等の割合が特に増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

53.3

19.3

66.0

38.2

41.5

51.7

30.5

19.3

25.6

25.3

3.8

2.3

1.4

49.0

20.1

58.5

34.0

37.6

46.3

27.3

13.6

18.7

20.5

2.3

3.4

0.0

0 20 40 60 80

男性が家事などに参加することに対する男性自身

の抵抗感をなくすこと

男性が家事などに参加することに対する女性の

抵抗感をなくすこと

夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく図ること

年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担等に

ついての当事者の考え方を尊重すること

社会の中で、男性による家事、子育て、介護、

地域活動についても、その評価を高めること

労働時間短縮や休暇制度を普及することで、

仕事以外の時間をより多く持てるようにすること

男性が家事、子育て、介護、地域活動に関心を

高めるよう啓発や情報提供を行うこと

国や地方自治体などの研修等により、男性の

家事や子育て、介護等の技能を高めること

男性が子育てや介護、地域活動を行うための、

仲間（ネットワーク）作りを進めること

家庭や地域活動と仕事の両立などの問題に

ついて、男性が相談しやすい窓口を設けること

その他

特に必要なことはない

不明・無回答
今回調査(N=735)

前回調査(N=841)

（％）
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交際相手や配偶者からの暴力は、 

「何度もあった」「１、２度あった」が１割前後となっている 

 １３．交際相手や配偶者からのＤＶ （ドメスティック・バイオレンス） 

について 

問 13 交際相手や配偶者から次のようなことをされたことがありますか。 

（単数回答） 

 

 

 

全体でみると、すべての分野で「まったくない」が８割を超えて最も高くなっています。 

分野別にみると、「何度もあった」「１、２度あった」と回答した方の割合は、身体に対する暴

力が 11.5％と最も高くなっています。「何度もあった」を見ると、精神的な暴力が最も高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回調査との比較 

前回調査と比較すると、身体に対する暴力で「何度もあった」と回答した方の割合が前回の割

合を若干上回り、そのほかでは「何度もあった」と回答した方の割合は減少しています。 
 

※ 「Ａ 身体に対する暴力」について、調査票では「なぐったり、けったり、物を投げつけたり、突き飛ばした

りするなどの身体に対する暴行を受けた」と記載しています。 

※ 「Ｂ 精神的な暴力」について、調査票では「人格を否定するなような暴言や交友関係を細かく監視するなど

の精神的な嫌がらせ、あるいは、あなたもしくはあなたの家族に危害が加えられるのではないかと恐怖を感

じるような脅迫を受けた」と記載しています。 

※ 「Ｃ 性的な暴力」について、調査票では「いやがっているのに性的な行為を強要された」と記載しています。  

2.7

2.5

3.7

4.2

0.7

1.9

8.8

9.0

7.2

6.7

4.2

3.0

84.4

84.3

84.4

83.2

88.6

87.5

4.1

4.2

4.8

5.9

6.5

7.6

0 20 40 60 80 100

今回調査(N=735)

前回調査(N=841)

今回調査(N=735)

前回調査(N=841)

今回調査(N=735)

前回調査(N=841)

何度もあった １，２度あった まったくない 不明・無回答

【Ａ 身体に対する暴力】

【Ｂ 精神的な暴力】

（％）

【Ｃ 性的な暴力】
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「まったくない」84.4％ ＞ 「１、２度あった」8.8％ ＞ 「何度もあった」2.7％ 

 

【Ａ 身体に対する暴力】 

 

 

全体でみると、「まったくない」が 84.4％と最も高く、次いで「１、２度あった」が 8.8％、「何

度もあった」が 2.7％となっています。 

性別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。男女ともに「まっ

たくない」が８割を超えて最も高くなっていますが、女性では「何度もあった」「１、２度あった」

を合わせた割合が 14.7％と、男性の 7.7％と比較して約２倍と高くなっています。 

年齢別でみると、すべての年齢で「まったくない」が７割を超えて最も高くなっていますが、

30歳代～70歳代で「何度もあった」「１、２度あった」を合わせた割合が１割を超え、40歳代が

16.7％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※ 年齢別の回答については、カイ２乗検定がなじまないため検定対象外とします。  

2.7

3.6

1.6

0.0

3.5

5.8

1.5

3.1

2.0

1.3

8.8

11.1

6.1

3.8

9.3

10.9

10.7

9.4

8.5

5.3

84.4

82.1

87.6

96.2

86.0

81.8

84.7

86.5

82.4

80.0

4.1

3.1

4.8

0.0

1.2

1.5

3.1

1.0

7.2

13.3

0 20 40 60 80 100

全体(N=735)

女性(N=413)

男性(N=314)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

何度もあった １，２度あった まったくない 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

【全体】
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「まったくない」84.4％ ＞ 「１、２度あった」7.2％ ＞ 「何度もあった」3.7％ 

 

【Ｂ 精神的な暴力】 

 

 

全体でみると、「まったくない」が 84.4％と最も高く、次いで「１、２度あった」が 7.2％、「何

度もあった」が 3.7％となっています。 

性別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。男女ともに「まっ

たくない」が８割を超えて最も高くなっていますが、女性では「何度もあった」「１、２度あった」

を合わせた割合が 13.5％と男性の 7.3％と比較して高くなっています。 

年齢別でみると、すべての年齢で「まったくない」が７割を超えて最も高くなっていますが、

30歳代～60歳代では「何度もあった」「１、２度あった」を合わせた割合が１割を超え、50歳代

が 15.3％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 年齢別の回答については、カイ２乗検定がなじまないため検定対象外とします。  

3.7

5.3

1.6

1.9

3.5

6.6

3.1

4.2

3.9

0.0

7.2

8.2

5.7

1.9

10.5

5.8

12.2

8.3

4.6

5.3

84.4

82.8

86.9

96.2

84.9

86.1

82.4

86.5

83.0

76.0

4.8

3.6

5.7

0.0

1.2

1.5

2.3

1.0

8.5

18.7

0 20 40 60 80 100

全体(N=735)

女性(N=413)

男性(N=314)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

何度もあった １，２度あった まったくない 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

【全体】
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「まったくない」88.6％ ＞ 「１、２度あった」4.2％ ＞ 「何度もあった」0.7％ 

 

【Ｃ 性的な暴力】 

 

 

全体でみると、「まったくない」が 88.6％と最も高く、次いで「１、２度あった」が 4.2％、「何

度もあった」が 0.7％となっています。 

性別でみると、男女ともに「まったくない」が最も高くなっていますが、女性では「何度もあ

った」「１、２度あった」を合わせた割合が 8.0％と、男性の 1.0％を大きく上回っています。 

年齢別でみると、すべての年齢で「まったくない」が７割を超えて最も高くなっていますが、

40 歳代で「何度もあった」が 2.2％、70 歳代で「１、２度あった」が 6.5％とそれぞれ最も高く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 性別・年齢別の回答については、カイ２乗検定がなじまないため検定対象外とします。  

0.7

1.2

0.0

0.0

0.0

2.2

0.8

0.0

0.7

0.0

4.2

6.8

1.0

3.8

3.5

4.4

3.8

4.2

6.5

1.3

88.6

86.7

91.4

94.3

95.3

91.2

91.6

92.7

82.4

74.7

6.5

5.3

7.6

1.9

1.2

2.2

3.8

3.1

10.5

24.0

0 20 40 60 80 100

全体(N=735)

女性(N=413)

男性(N=314)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

何度もあった １，２度あった まったくない 不明・無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

【全体】
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「だれにも相談しなかった」が、41.4％ 

 

＜「問 13で１または２と回答した方」におたずねします。＞ 

問 13—１ そのような行為を受けた後、だれか（どこか）に打ち明けたり、相談した

りしましたか。（複数回答） 

 

 

全体でみると、「だれにも相談しなかった」が 41.4％と最も高く、次いで「親や親戚などの身内」

が 25.0％、「友人･知人」が 21.1％、となっており、「役所の窓口」「法務局」「弁護士」「医療機関」

はともに 0％となっています。 

性別でみると、男女ともに「だれにも相談しなかった」が最も高く、特に男性が約 5 割と約半

数を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 性別の回答については、カイ２乗検定がなじまないため検定対象外とします。  

25.0

21.1

0.0

4.7

0.0

0.0

0.0

1.6

41.4

2.3

23.4

28.9

23.3

0.0

4.4

0.0

0.0

0.0

2.2

38.9

3.3

20.0

13.5

13.5

0.0

5.4

0.0

0.0

0.0

0.0

48.6

0.0

32.4

0 10 20 30 40 50 60

親や親戚などの身内

友人・知人

役所の窓口

警察

法務局

弁護士

医療機関

女性相談所・女性相談員

だれにも相談しなかった

その他

不明・無回答

全体(N=128) 女性(N=90) 男性(N=37)

（％）
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年齢別でみると、20 歳代では「親や親戚などの身内」「友人・知人」が、40 歳代では「親や親

戚などの身内」が最も高くなっています。30歳代と 50歳以上では「だれにも相談しなかった」が

最も高くなっています。 

 

  

親
や
親
戚
な
ど
の
身
内 

友
人
・
知
人 

役
所
の
窓
口 

警
察 

法
務
局 

弁
護
士 

医
療
機
関 

女
性
相
談
所
・
女
性
相
談
員 

だ
れ
に
も
相
談
し
な
か
っ
た 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

20歳代(N=3) 66.7 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 

30歳代(N=18) 33.3 27.8 0.0 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 38.9 0.0 11.1 

40歳代(N=27) 33.3 25.9 0.0 7.4 0.0 0.0 0.0 3.7 29.6 0.0 22.2 

50歳代(N=30) 13.3 23.3 0.0 3.3 0.0 0.0 0.0 0.0 43.3 3.3 23.3 

60歳代(N=17) 23.5 11.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 35.3 5.9 35.3 

70歳代(N=27) 22.2 11.1 0.0 3.7 0.0 0.0 0.0 3.7 59.3 3.7 22.2 

80歳以上(N=6) 16.7 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 33.3 

単位：％ 

 

※ 年齢別の回答については、カイ２乗検定がなじまないため検定対象外とします。  
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問 13の設問の【Ａ 身体に対する暴力】【Ｂ 精神的な暴力】【Ｃ 性的な暴力】で「何度もあ

った」「１、２度あった」と回答した方別にみると、【Ａ 身体に対する暴力】では「何度もあっ

た」と回答した方は「親や親戚などの身内」が、【Ｂ 精神的な暴力】では「何度もあった」と回

答した方は「友人・知人」が、【Ｃ 性的な暴力】では「何度もあった」と回答した方は「だれに

も相談しなかった」が最も高くなっています。 

また、「１、２度あった」と回答した方は【Ａ 身体に対する暴力】【Ｂ 精神的な暴力】【Ｃ 性

的な暴力】ともに、「だれにも相談しなかった」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

38.9

34.8

39.1

38.1

40.0

32.3

33.3

23.9

43.5

33.3

20.0

22.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

16.7

6.5

13.0

2.4

20.0

3.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

5.6

2.2

8.7

0.0

20.0

0.0

33.3

50.0

30.4

52.4

60.0

61.3

0.0

4.3

4.3

2.4

0.0

6.5

11.1

41.3

17.4

26.2

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

何度もあった

(N=18)

１，２度あった

(N=46)

何度もあった

(N=23)

１，２度あった

(N=42)

何度もあった

(N=5)

１，２度あった

(N=31)

親や親戚などの身内 友人・知人 役所の窓口

警察 法務局 弁護士

医療機関 女性相談所・女性相談員 だれにも相談しなかった

その他 不明・無回答

（％）【Ａ 身体に対する暴力】

【Ｂ 精神的な暴力】

【Ｃ 性的な暴力】
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前回調査との比較 

前回調査の結果と比較すると、「親や親戚などの身内」「警察」「女性相談所・女性相談員」と回

答した方が前回と比較して増加しています。一方、「役所の窓口」「法務局」「弁護士」「医療機関」

などの公的機関へ相談した方はともに低下し、0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

25.0

21.1

0.0

4.7

0.0

0.0

0.0

1.6

41.4

2.3

23.4

18.6

21.4

0.7

2.1

0.7

1.4

0.7

0.0

41.4

0.7

21.4

0 10 20 30 40 50

親や親戚などの身内

友人・知人

役所の窓口

警察

法務局

弁護士

医療機関

女性相談所・女性相談員

だれにも相談しなかった

その他

不明・無回答

今回調査(N=128) 前回調査(N=145)

（％）
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「相談するほどのことではないと思った」が、49.1％ 

 
 

＜「問 13−１で９と回答した方」におたずねします。＞ 

問 13—２ だれにも相談しなかった理由は何ですか。（複数回答） 

 

 

全体でみると、「相談するほどのことではないと思った」が 49.1％と最も高く、次いで「相談し

てもムダだと思った」が 32.1％、「自分にも悪いところがあると思った」が 20.8％となっていま

す。 

性別でみると、男女ともに「相談するほどのことではないと思った」が最も高くなっています

が、次いで女性では「相談してもムダだと思った」が、男性では「自分にも悪いところがあると

思った」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 性別の回答については、カイ２乗検定がなじまないため検定対象外とします。  

5.7

18.9

32.1

3.8

18.9

5.7

1.9

9.4

20.8

49.1

5.7

0.0

8.6

22.9

42.9

2.9

22.9

8.6

2.9

14.3

14.3

45.7

2.9

0.0

0.0

11.1

11.1

5.6

11.1

0.0

0.0

0.0

33.3

55.6

11.1

0.0

0 10 20 30 40 50 60

どこ（だれ）に相談してよいのか

わからなかった

恥ずかしくてだれにも言えなかった

相談してもムダだと思った

相談したことがわかると、仕返し

されると思った

自分さえ我慢すればいいと思った

世間体が悪い

他人を巻き込みたくなかった

そのことについて思い出したくなかった

自分にも悪いところがあると思った

相談するほどのことではないと思った

その他

不明・無回答

全体(N=53)

女性(N=35)

男性(N=18)

（％）
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年齢別でみると、30歳代、40歳代、80歳以上で「相談してもムダだと思った」、50歳代、70歳

代で「相談するほどのことではないと思った」、60歳代で「自分にも悪いところがあると思った」

がそれぞれ最も高くなっています。 

 

  

ど
こ
（
だ
れ
）
に
相
談
し
て
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た 

恥
ず
か
し
く
て
だ
れ
に
も
言
え
な
か
っ
た 

相
談
し
て
も
ム
ダ
だ
と
思
っ
た 

相
談
し
た
こ
と
が
わ
か
る
と
、
仕
返
し
さ
れ
る
と
思
っ
た 

自
分
さ
え
我
慢
す
れ
ば
い
い
と
思
っ
た 

世
間
体
が
悪
い 

他
人
を
巻
き
込
み
た
く
な
か
っ
た 

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
思
い
出
し
た
く
な
か
っ
た 

自
分
に
も
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
っ
た 

相
談
す
る
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
と
思
っ
た 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

20歳代(N=0) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

30歳代(N=7) 14.3 14.3 42.9 0.0 14.3 14.3 0.0 14.3 28.6 28.6 0.0 0.0 

40歳代(N=8) 12.5 0.0 50.0 0.0 37.5 0.0 0.0 37.5 12.5 37.5 0.0 0.0 

50歳代(N=13) 0.0 23.1 23.1 7.7 7.7 7.7 0.0 0.0 15.4 76.9 7.7 0.0 

60歳代(N=6) 0.0 16.7 33.3 16.7 16.7 0.0 0.0 0.0 66.7 50.0 0.0 0.0 

70歳代(N=16) 6.3 25.0 18.8 0.0 18.8 6.3 6.3 6.3 6.3 43.8 12.5 0.0 

80歳以上(N=3) 0.0 33.3 66.7 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 33.3 0.0 0.0 

単位：％ 

 

※ 年齢別の回答については、カイ２乗検定がなじまないため検定対象外とします。 
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前回調査との比較 

前回調査の結果と比較すると、「相談してもムダだと思った」「恥ずかしくてだれにも言えなか

った」「相談したことがわかると、仕返しされると思った」等の割合が増加する一方、「自分さえ

我慢すればいいと思った」「自分にも悪いところがあると思った」「他人を巻き込みたくなかった」

「相談するほどのことではないと思った」等の割合は減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

5.7

18.9

32.1

3.8

18.9

5.7

1.9

9.4

20.8

49.1

5.7

0.0

5.0

15.0

25.0

1.7

36.7

8.3

8.3

8.3

31.7

53.3

5.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60

どこ（だれ）に相談してよいのか

わからなかった

恥ずかしくてだれにも言えなかった

相談してもムダだと思った

相談したことがわかると、仕返し

されると思った

自分さえ我慢すればいいと思った

世間体が悪い

他人を巻き込みたくなかった

そのことについて思い出したくなかった

自分にも悪いところがあると思った

相談するほどのことではないと思った

その他

不明・無回答
今回調査(N=53)

前回調査(N=60)

（％）
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「緊急一時保護施設（シェルター）の活動支援」（56.6％）が最も高い 

 

 １４．配偶者や恋人からの暴力（ＤＶ）に対して、行政がすべき対応

について 

問 14 配偶者や恋人からの暴力（ＤＶ）に対して、行政はどのような対応をする 

必要があると思いますか。（複数回答） 

 

 

全体でみると「ＤＶ被害者が逃れるための緊急一時保護施設（シェルター）の活動を支援する」

が 56.6％と最も高く、次いで「ＤＶ被害者のための相談体制を整える」が 54.8％、「ＤＶ被害者

が自立して生活できるよう支援する」が 45.7％となっています。 

性別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。女性では「ＤＶ被

害者が逃れるための緊急一時保護施設（シェルター）の活動を支援する」が、男性では「ＤＶ被

害者のための相談体制を整える」最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.7

54.8

56.6

45.7

29.3

34.0

20.5

3.0

6.8

5.8

51.1

60.3

51.1

28.1

34.9

19.6

1.9

7.5

14.3

59.9

52.2

39.2

30.6

33.1

22.3

4.5

5.1

0 20 40 60 80

広報誌やパンフレットなどで、啓発する

DV被害者のための相談体制を整える

DV被害者が逃れるための緊急一時保護

施設（シェルター）の活動を支援する

DV被害者が自立して生活できるよう

支援する

DV被害者に対する（自立支援のための）

カウンセリング体制を整える

加害者に対するカウンセリングなど、

再発防止に向けた取り組みを進める

男女の人権尊重について、学校や

職場において啓発する

その他

不明・無回答

全体(N=735)

女性(N=413)

男性(N=314)

（％）
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年齢別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。20歳代～50歳代

以下で「ＤＶ被害者が逃れるための緊急一時保護施設（シェルター）の活動を支援する」、60歳代

以上で「ＤＶ被害者のための相談体制を整える」がそれぞれ最も高くなっています。 

 

  

広
報
誌
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
、
啓
発
す
る 

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
た
め
の
相
談
体
制
を
整
え
る 

Ｄ
Ｖ
被
害
者
が
逃
れ
る
た
め
の
緊
急
一
時
保
護
施
設
（
シ

ェ
ル
タ
ー
）
の
活
動
を
支
援
す
る 

Ｄ
Ｖ
被
害
者
が
自
立
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
す
る 

Ｄ
Ｖ
被
害
者
に
対
す
る
（
自
立
支
援
の
た
め
の
）
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
体
制
を
整
え
る 

加
害
者
に
対
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
、
再
発
防
止
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る 

男
女
の
人
権
尊
重
に
つ
い
て
、
学
校
や
職
場
に
お
い
て
啓

発
す
る 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

20歳代(N=53) 3.8 50.9 71.7 37.7 41.5 43.4 13.2 0.0 0.0 

30歳代(N=86) 3.5 39.5 67.4 44.2 33.7 37.2 20.9 10.5 1.2 

40歳代(N=137) 5.8 55.5 67.9 56.2 32.8 37.2 22.6 0.7 3.6 

50歳代(N=131) 7.6 58.0 64.9 42.7 29.0 37.4 16.0 2.3 3.8 

60歳代(N=96) 6.3 62.5 58.3 51.0 32.3 31.3 16.7 3.1 6.3 

70歳代(N=153) 17.0 56.9 41.2 46.4 23.5 31.4 25.5 3.3 11.1 

80歳以上(N=75) 18.7 54.7 28.0 32.0 18.7 20.0 25.3 1.3 20.0 

単位：％ 
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前回調査との比較 

前回調査と比較すると、「ＤＶ被害者が自立して生活できるよう支援する」「ＤＶ被害者のため

の相談体制を整える」「ＤＶ被害者に対する（自立支援のための）カウンセリング体制を整える」

などの割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.7

54.8

56.6

45.7

29.3

34.0

20.5

3.0

6.8

11.1

50.5

56.0

37.3

26.5

34.0

19.7

2.3

10.6

0 20 40 60 80

広報誌やパンフレットなどで、啓発する

DV被害者のための相談体制を整える

DV被害者が逃れるための緊急一時保護

施設（シェルター）の活動を支援する

DV被害者が自立して生活できるよう

支援する

DV被害者に対する（自立支援のための）

カウンセリング体制を整える

加害者に対するカウンセリングなど、

再発防止に向けた取り組みを進める

男女の人権尊重について、学校や

職場において啓発する

その他

不明・無回答 今回調査(N=735)

前回調査(N=841)

（％）
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DV経験の有無による比較 

ＤＶ経験の有無で比較すると、ＤＶ経験のある方※は「男女の人権尊重について、学校や職場に

おいて啓発する」「ＤＶ被害者に対する（自立支援のための）カウンセリング体制を整える」「広

報誌やパンフレットなどで、啓発する」などがＤＶ経験のない方と比較して高くなっています。 

一方、ＤＶ経験のない方は「ＤＶ被害者のための相談体制を整える」「ＤＶ被害者が逃れるため

の緊急一時保護施設（シェルター）の活動を支援する」などがＤＶ経験のある方と比較して高く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ ＤＶ経験のある方：問 13で【Ａ 身体に対する暴力】【Ｂ 精神的な暴力】【Ｃ 性的な暴力】のいずれかで、

「何度もあった」または「１、２度あった」と回答した方 

 

  

11.7

42.2

47.7

44.5

32

32.8

30.5

4.7

4.7

9.2

57.5

58.5

46

28.7

34.3

18.5

2.6

7.2

0 20 40 60 80

広報誌やパンフレットなどで、啓発する

DV被害者のための相談体制を整える

DV被害者が逃れるための緊急一時保護

施設（シェルター）の活動を支援する

DV被害者が自立して生活できるよう

支援する

DV被害者に対する（自立支援のための）

カウンセリング体制を整える

加害者に対するカウンセリングなど、

再発防止に向けた取り組みを進める

男女の人権尊重について、学校や

職場において啓発する

その他

不明・無回答 DV経験あり(N=128)

DV経験なし(N=607)

（％）（％）
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希望、現状ともに「家庭生活」への優先度が最も高い 

 １５．生活の中での、「仕事」 「家庭生活」 「地域・個人の生活」の

優先度について 

問 15 生活の中での、「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」（地域活動・学習・ 

趣味・付き合い等）の優先度についておたずねします。（単数回答） 

 

 

（１）希望優先度 

全体でみると「「家庭生活」を優先したい」が 29.1％と最も高く、次いで「「仕事」と「家庭生

活」をともに優先したい」が 25.9％、「「仕事」と「家庭生活」と「地域･個人の生活」をともに

優先したい」が 15.9％となっています。 

性別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。女性では「「家庭

生活」を優先したい」が男性と比較して高く、男性では「「仕事」と「家庭生活」をともに優先

したい」が女性と比較して高くなっています。 

（２）現実（現状） 

全体でみると「「家庭生活」を優先している」が 32.9％と最も高く、次いで「「仕事」と「家庭

生活」をともに優先している」が 22.7％、「「仕事」を優先している」が 17.6％となっています。 

性別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。女性では「「家庭

生活」を優先している」が男性と比較して高く、男性では「「仕事」を優先している」が女性と

比較して高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

17.6

32.9

3.4

22.7

3.0

9.7

5.7

2.9

2.2

9.9

41.4

3.1

21.8

2.4

10.9

5.8

2.2

2.4

28.0

21.7

3.5

24.2

3.8

8.0

5.7

3.8

1.3

0 10 20 30 40 50

「仕事」を優先

「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先

「仕事」と「家庭生活」

をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生

活」

をともに優先

「家庭生活」と「地域・個人の生

活」

をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」をともに優

先

わからない

不明・無回答

【現実（現状）［優先している］】
（％）

2.4

29.1

4.4

25.9

2.4

14.8

15.9

3.7

1.4

1.5

32.7

4.4

22.3

1.5

15.7

16.7

3.6

1.7

3.8

24.8

3.8

30.6

3.8

13.4

15.3

3.8

0.6

01020304050

「仕事」を優先

「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先

「仕事」と「家庭生活」

をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」

をともに優先

「家庭生活」と「地域・個人の生活」

をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」をともに優先

わからない

不明・無回答

【希望優先度［優先したい］】

全体(N=735)
女性(N=413)
男性(N=314)

（％）



 

85 

 
 

前回調査・内閣府（Ｂ）調査との比較 

（１）希望優先度 

前回調査と比較すると、「「家庭生活」を優先したい」、「「仕事」と「家庭生活」をともに優先

したい」等の割合が増加し、「「仕事」を優先したい」等の割合が減少しています。 

内閣府（Ｂ）の調査結果と比較すると、東郷町では「「家庭生活」と「地域･個人の生活」をと

もに優先したい」の割合が高くなっており、「「仕事」を優先したい」の割合が低くなっています。 

（２）現実（現状） 

前回調査と比較すると、「「仕事」と「家庭生活」をともに優先している」の割合が増加してお

り、「「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している」の割合が減少しています。 

内閣府（Ｂ）の調査結果と比較すると、東郷町では「「家庭生活」を優先している」の割合が

高く、「「仕事」を優先している」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 内閣府（Ｂ）調査では、選択肢に「不明･無回答」はありません。 

  

17.6

32.9

3.4

22.7

3.0

9.7

5.7

2.9

2.2

18.0

32.0

3.8

17.7

2.6

12.4

6.1

4.2

3.3

25.9

30.3

4.5

21.0

3.1

8.1

5.1

1.9

0.0

0 10 20 30 40 50

「仕事」を優先

「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先

「仕事」と「家庭生活」

をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生

活」

をともに優先

「家庭生活」と「地域・個人の生

活」

をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」をともに優

先

わからない

不明・無回答

【現実（現状）［優先している］】
（％）

2.4

29.1

4.4

25.9

2.4

14.8

15.9

3.7

1.4

4.2

25.9

4.8

24.5

2.1

16.5

14.9

3.7

3.4

9.9

28.4

4.7

28.7

3.3

10.1

13.1

1.9

0.0

01020304050

「仕事」を優先

「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先

「仕事」と「家庭生活」

をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」

をともに優先

「家庭生活」と「地域・個人の生活」

をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」をともに優先

わからない

不明・無回答

【希望優先度［優先したい］】

今回調査(N=735)

前回調査(N=841)

内閣府(B)調査(N=2,645)

（％）
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見たり聞いたりしたことがあるのは、「ＤＶ」（82.2％）が最も高い 

 １６．男女共同参画に関する言葉の認知度について 

問 16 次の１～９の言葉のうち、この調査に回答する以前に、あなたが見たり 

聞いたりしたことがあるものはありますか。（複数回答） 

 

 

全体でみると「ＤＶ（ドメスティック･バイオレンス/親密な関係の人から受ける暴力）」が 82.2％

と最も高く、次いで「ジェンダー（社会的・文化的につくられた性別）」が 76.6％、「ＬＧＢＴ（レ

ズビアン･ゲイ･バイセクシュアル･トランスジェンダー）」が 70.9％となっています。 

性別でみても、全体同様、男女ともに「ＤＶ（ドメスティック･バイオレンス/親密な関係の人

から受ける暴力）」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ カイ２乗検定によれば、性別の回答に有意な差は認められません。  

61.6

24.5

8.7

76.6

4.4

47.5

82.2

70.9

6.0

5.9

3.9

62.2

22.5

6.8

77.2

3.4

44.6

81.4

70.5

4.6

6.1

3.1

61.8

27.4

11.1

76.8

5.7

51.6

84.4

72.6

7.6

4.8

4.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

男女共同参画社会

女子差別撤廃条約

ポジティブ・アクション（積極的改善措置）

ジェンダー（社会的・文化的につくられた

性別）

リプロダクティブ・ヘルス/ライツ

（性と生殖に関する健康と権利）

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の

調和）

DV（ドメスティック・バイオレンス/

親密な関係の人から受ける暴力）

LGBT（レズビアン・ゲイ・バイセクシュ

アル・トランスジェンダー）

SOGIE（ソジー/性的指向、性自認

及びジェンダー表現）

見たり聞いたりしたものはない

不明・無回答

全体(N=735)

女性(N=413)

男性(N=314)

（％）



 

87 

 

年齢別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。70歳代以下で「Ｄ

Ｖ（ドメスティック･バイオレンス/親密な関係の人から受ける暴力）」、80歳以上では「男女共同

参画社会」がそれぞれ最も高くなっています。 

また、30歳代では、「ジェンダー（社会的・文化的につくられた性別）」「ＬＧＢＴ（レズビアン・

ゲイ・バイセクシュアル・トランスジェンダー）」についても同率で最も高くなっています。 

 

  

男
女
共
同
参
画
社
会 

女
子
差
別
撤
廃
条
約 

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
（
積
極
的
改
善
措
置
） 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
社
会
的
・
文
化
的
に
つ
く
ら
れ
た
性
別
） 

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
（
性
と
生
殖

に
関
す
る
健
康
と
権
利
） 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
） 

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
／
親
密
な

関
係
の
人
か
ら
受
け
る
暴
力
） 

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
レ
ズ
ビ
ア
ン
・
ゲ
イ
・
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
） 

Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｅ
（
ソ
ジ
ー
／
性
的
指
向
、
性
自
認
及
び
ジ

ェ
ン
ダ
ー
表
現
） 

見
た
り
聞
い
た
り
し
た
も
の
は
な
い 

不
明
・
無
回
答 

20歳代(N=53) 69.8 47.2 9.4 79.2 9.4 69.8 90.6 86.8 13.2 5.7 1.9 

30歳代(N=86) 61.6 26.7 15.1 91.9 8.1 66.3 91.9 91.9 12.8 3.5 1.2 

40歳代(N=137) 57.7 25.5 7.3 88.3 3.6 56.9 92.7 88.3 5.1 1.5 1.5 

50歳代(N=131) 57.3 17.6 7.6 82.4 6.1 48.9 89.3 76.3 3.8 3.1 3.1 

60歳代(N=96) 58.3 18.8 5.2 72.9 2.1 38.5 82.3 68.8 5.2 9.4 2.1 

70歳代(N=153) 71.9 24.8 9.8 70.6 1.3 35.3 75.2 53.6 3.3 7.2 4.6 

80歳以上(N=75) 56.0 22.7 8.0 44.0 4.0 28.0 50.7 34.7 5.3 13.3 14.7 

単位：％ 
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前回調査・内閣府（Ｂ）調査との比較 

前回調査の結果と比較すると、全般的に見たり聞いたりしたことがある割合が高くなっていま

すが、特に「ジェンダー（社会的・文化的につくられた性別）」「ＬＧＢＴ（レズビアン・ゲイ・バ

イセクシュアル・トランスジェンダー）」の割合が大幅に増加し、「ポジティブ・アクション（積

極的改善措置）」「見たり聞いたりしたものはない」の割合が減少しています。 

内閣府（Ｂ）調査の結果と比較すると、東郷町では「ジェンダー（社会的･文化的につくられた

性別）」の割合が高く、「女子差別撤廃条約」「ポジティブ・アクション（積極的改善措置）」の割合

が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 前回調査では、選択肢に「ＳＯＧＩＥ（ソジー/性的指向、性自認及びジェンダー表現）」はありません。 

※ 内閣府（Ｂ）調査では、選択肢に「リプロダクティブ・ヘルス/ライツ（性と生殖に関する健康と権利）」「Ｌ

ＧＢＴ（レズビアン・ゲイ・バイセクシュアル・トランスジェンダー）」「ＳＯＧＩＥ（ソジー/性的指向、性

自認及びジェンダー表現）」はありません。  

61.6

24.5

8.7

76.6

4.4

47.5

82.2

70.9

6.0

5.9

3.9

54.2

17.6

10.9

31.0

3.3

37.7

73.4

39.0

-

11.2

0.0

64.3

34.7

18.3

55.8

-

43.1

81.5

-

-

4.4

0.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

男女共同参画社会

女子差別撤廃条約

ポジティブ・アクション（積極的改善措置）

ジェンダー（社会的・文化的につくられた

性別）

リプロダクティブ・ヘルス/ライツ

（性と生殖に関する健康と権利）

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の

調和）

DV（ドメスティック・バイオレンス/

親密な関係の人から受ける暴力）

LGBT（レズビアン・ゲイ・バイセクシュ

アル・トランスジェンダー）

SOGIE（ソジー/性的指向、性自認

及びジェンダー表現）

見たり聞いたりしたものはない

不明・無回答

今回調査(N=735)

前回調査(N=841)

内閣府(B)調査(N=2,645)

（％）



 

89 

『理解している』は「ＤＶ」「ＬＧＢＴ」「ジェンダー」 

『理解していない』は「リプロダクティブ・ヘルス/ライツ」「ＳＯＧＩＥ」 

「ポジティブ・アクション」が高い 

 １７．男女共同参画に関する言葉の理解度について 

問 17 問 16の言葉について、以前からよく理解しているものはありますか。 

（単数回答） 

 

 

 

 

問 17の選択肢にかかる表現は以下のように区分しており、このページ以降の文中においても反映されています。 
 

○『理解している』…「理解している」と「概ね理解している」を合わせたもの 

○『理解していない』…「あまり理解していない」と「理解していない」を合わせたもの 
 
『理解している』の割合をみると、「ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス/親密な関係の人か

ら受ける暴力）」が８割を超えて最も高く、次いで「ＬＧＢＴ（レズビアン・ゲイ・バイセクシュ

アル・トランスジェンダー）」「ジェンダー（社会的・文化的につくられた性別）」で６割を超え高

くなっています。 

『理解していない』の割合をみると、「ＳＯＧＩＥ（ソジー/性的指向、性自認及びジェンダー

表現）」「リプロダクティブ・ヘルス/ライツ（性と生殖に関する健康と権利）」「ポジティブ・アク

ション（積極的改善措置）」で７割を、「女子差別撤廃条約」が６割を超え高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.8

5.4

2.6

19.3

2.9

17.7

34.6

22.4

1.9

42.0

22.9

8.8

43.4

6.1

30.5

46.7

43.4

6.9

25.9

32.1

32.0

23.7

28.4

24.1

9.1

18.2

30.2

14.3

30.2

45.4

7.5

51.3

19.3

4.4

9.0

49.7

6.0

9.4

11.2

6.1

11.3

8.4

5.3

6.9

11.3

0 20 40 60 80 100

A 男女共同参画社会 (N=735)

B 女子差別撤廃条約 (N=735)

C ポジティブ・アクション

（積極的改善措置） (N=735)

D ジェンダー（社会的・文化的に

つくられた性別） (N=735)

E リプロダクティブ・ヘルス/ライツ

（性と生殖に関する健康と権利）

(N=735)

F ワーク・ライフ・バランス

（仕事と生活の調和） (N=735)

G DV（ドメスティック・バイオレンス

/親密な関係の人から受ける暴力）

(N=735)

H LGBT（レズビアン・ゲイ・バイ

セクシュアル・トランスジェンダー）

(N=735)

I SOGIE（ソジー/性的指向、

性自認及びジェンダー表現）

(N=735)

理解している 概ね理解している あまり理解していない

理解していない 無回答

（％）
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『理解している』53.8％ ＞ 『理解していない』40.2％ 

 

【A 男女共同参画社会】 

 

 

全体でみると、『理解している』が 53.8％、『理解していない』が 40.2％となっています。 

性別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。男女ともに『理解

している』が５割程度とほぼ同等となっていますが、女性では「概ね理解している」「あまり理解

していない」が男性よりも高くなっています。 

年齢別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。40歳代まで『理

解している』が減少傾向にあり、50歳代から再び『理解している』に増加傾向がみられます。80

歳以上では再度『理解している』が減少しますが、無回答の割合も増えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.8

8.7

15.9

20.8

11.6

1.5

6.9

15.6

17.0

17.3

42.0

45.3

38.9

41.5

36.0

43.1

43.5

38.5

49.0

36.0

25.9

29.5

21.3

24.5

32.6

30.7

29.0

26.0

20.3

17.3

14.3

11.6

17.2

13.2

16.3

24.1

16.0

13.5

6.5

8.0

6.0

4.8

6.7

0.0

3.5

0.7

4.6

6.3

7.2

21.3

0 20 40 60 80 100

全体(N=735)

女性(N=413)

男性(N=314)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

理解している 概ね理解している あまり理解していない 理解していない 無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

【全体】
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『理解していない』62.3％ ＞ 『理解している』28.3％ 

 

【B 女子差別撤廃条約】 

 

 

全体でみると、『理解している』が 28.3％、『理解していない』が 62.3％となっています。 

性別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。女性では『理解し

ている』が３割を下回りますが、男性では３割を超え高くなっています。 

年齢別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。『理解している』

の割合は 20 歳代では約５割と特に高くなっており、30 歳代～60 歳代では『理解していない』が

６割を超え高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5.4

3.6

8.0

15.1

3.5

1.5

4.6

3.1

5.9

10.7

22.9

22.0

24.2

34.0

23.3

23.4

18.3

25.0

24.2

17.3

32.1

36.8

26.4

22.6

37.2

34.3

31.3

41.7

28.8

25.3

30.2

27.8

33.1

26.4

32.6

38.7

36.6

21.9

28.1

18.7

9.4

9.7

8.3

1.9

3.5

2.2

9.2

8.3

13.1

28.0

0 20 40 60 80 100

全体(N=735)

女性(N=413)

男性(N=314)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

理解している 概ね理解している あまり理解していない 理解していない 無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

【全体】
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『理解していない』77.4％ ＞ 『理解している』11.4％ 

 

【C ポジティブ・アクション（積極的改善措置）】 

 

 

全体でみると、『理解している』が 11.4％、『理解していない』が 77.4％となっています。 

性別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。女性では『理解し

ている』が１割を下回り、男性の半数近くになっています。 

年齢別でみると、年代によりばらつきがみられますが、『理解している』はすべての年代で１割

前後となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 年齢別の回答については、カイ２乗検定がなじまないため検定対象外とします。  

2.6

1.7

3.8

3.8

3.5

2.2

3.1

0.0

2.0

4.0

8.8

7.0

11.5

5.7

10.5

5.1

8.4

14.6

11.1

5.3

32.0

34.1

29.6

34.0

23.3

35.8

28.2

33.3

39.9

24.0

45.4

45.5

45.2

52.8

57.0

54.7

51.1

42.7

31.4

32.0

11.2

11.6

9.9

3.8

5.8

2.2

9.2

9.4

15.7

34.7

0 20 40 60 80 100

全体(N=735)

女性(N=413)

男性(N=314)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

理解している 概ね理解している あまり理解していない 理解していない 無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

【全体】
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『理解している』62.7％ ＞ 『理解していない』31.2％ 

 

【D ジェンダー（社会的・文化的につくられた性別）】 

 

 

全体でみると、『理解している』が 62.7％、『理解していない』が 31.2％となっています。 

性別でみると、男女ともに『理解している』が約６割程度となっています。 

年齢別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。30歳代が最も高

く８割を超えていますが、年齢が上がるにつれて『理解している』が減少傾向にあります。80歳

以上では『理解していない』が『理解している』を上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ カイ２乗検定によれば、性別の回答に有意な差は認められません。  

19.3

18.9

19.7

35.8

32.6

19.7

19.1

12.5

13.7

12.0

43.4

45.5

41.4

32.1

51.2

52.6

45.0

51.0

39.2

21.3

23.7

23.2

24.8

18.9

12.8

21.2

26.7

20.8

34.6

21.3

7.5

6.8

8.0

13.2

1.2

5.8

6.9

11.5

4.6

16.0

6.1

5.6

6.1

0.0

2.3

0.7

2.3

4.2

7.8

29.3

0 20 40 60 80 100

全体(N=735)

女性(N=413)

男性(N=314)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

理解している 概ね理解している あまり理解していない 理解していない 無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

【全体】
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『理解していない』79.7％ ＞ 『理解している』9.0％ 

 

【E リプロダクティブ・ヘルス/ライツ（性と生殖に関する健康と権利）】 

 

 

全体でみると、『理解している』が 9.0％、『理解していない』が 79.7％となっています。 

性別でみると、男女ともに『理解している』が１割を下回っています。 

年齢別でみると、20歳代～30歳代では『理解している』が１割を上回っていますが、40歳代以

上においては『理解している』が１割を下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ カイ２乗検定によれば、性別の回答に有意な差は認められません。 

※ 年齢別の回答については、カイ２乗検定がなじまないため検定対象外とします。  

2.9

2.4

2.9

7.5

4.7

3.6

1.5

0.0

0.7

5.3

6.1

5.8

6.7

3.8

10.5

2.2

7.6

7.3

8.5

1.3

28.4

32.7

23.6

28.3

18.6

32.1

31.3

34.4

30.1

18.7

51.3

48.4

55.4

58.5

59.3

59.9

51.9

47.9

44.4

38.7

11.3

10.7

11.5

1.9

7.0

2.2

7.6

10.4

16.3

36.0

0 20 40 60 80 100

全体(N=735)

女性(N=413)

男性(N=314)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

理解している 概ね理解している あまり理解していない 理解していない 無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

【全体】
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『理解している』48.2％ ＞ 『理解していない』43.4％ 

 

【F ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）】 

 

 

全体でみると、『理解している』が 48.2％、『理解していない』が 43.4％となっています。 

性別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。女性では『理解し

ている』と『理解していない』はほぼ同等であるのに対し、男性では『理解している』の方が約１

割多くなっています。 

年齢別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。20歳代では『理

解している』が約７割ですが、年代が上がるにつれ減少傾向にあり、60歳代では約４割と 20歳代

の約半数まで低下しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

17.7

13.6

23.2

43.4

32.6

16.8

17.6

12.5

8.5

9.3

30.5

32.4

28.3

28.3

31.4

35.0

26.7

26.0

37.9

21.3

24.1

26.4

21.3

15.1

12.8

22.6

30.5

35.4

26.1

16.0

19.3

19.1

19.4

13.2

19.8

23.4

19.1

19.8

17.0

20.0

8.4

8.5

7.6

0.0

3.5

2.2

6.1

6.3

10.5

33.3

0 20 40 60 80 100

全体(N=735)

女性(N=413)

男性(N=314)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

理解している 概ね理解している あまり理解していない 理解していない 無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

【全体】
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『理解している』81.3％ ＞ 『理解していない』13.5％ 

 

【G DV（ドメスティック・バイオレンス/親密な関係の人から受ける暴力）】 

 

 

全体でみると、『理解している』が 81.3％、『理解していない』が 13.5％となっています。 

性別でみると、男女ともに『理解している』が約８割を超え高くなっています。 

年齢別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。20歳代～40歳代

までは『理解している』が９割を超えていますが、50歳代から減少傾向にあり、80歳以上では『理

解している』が約５割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ カイ２乗検定によれば、性別の回答に有意な差は認められません。  
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33.4

36.3

60.4

51.2

34.3

40.5

27.1

22.2

21.3

46.7

47.7

46.5

30.2

43.0

57.7

42.7

54.2

51.6

30.7

9.1

9.9

8.0

5.7

1.2

5.1

13.0

9.4

16.3

6.7

4.4

3.9

4.5

3.8

2.3

2.2

1.5

5.2

5.2

13.3

5.3

5.1

4.8

0.0

2.3

0.7

2.3

4.2

4.6

28.0

0 20 40 60 80 100

全体(N=735)

女性(N=413)

男性(N=314)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

理解している 概ね理解している あまり理解していない 理解していない 無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

【全体】
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『理解している』65.8％ ＞ 『理解していない』27.2％ 

 

【H LGBT（レズビアン・ゲイ・バイセクシュアル・トランスジェンダー）】 

 

 

全体でみると、『理解している』が 65.8％、『理解していない』が 27.2％となっています。 

性別でみると、男女ともに『理解している』が６割を超え高くなっています。 

年齢別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。20歳代～40歳代

までは『理解している』が８割を超えていますが、50歳代から減少傾向にあり、80歳以上では『理

解している』が３割を下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ カイ２乗検定によれば、性別の回答に有意な差は認められません。  

22.4

21.8

23.6

47.2

44.2

24.1

24.4

16.7

9.2

8.0

43.4

45.8

41.1

39.6

45.3

59.1

45.8

47.9

35.9

21.3

18.2

17.2

20.1

9.4

7.0

9.5

19.1

20.8

31.4

22.7

9.0

8.0

9.9

3.8

2.3

6.6

7.6

9.4

13.7

16.0

6.9

7.3

5.4

0.0

1.2

0.7

3.1

5.2

9.8

32.0

0 20 40 60 80 100

全体(N=735)

女性(N=413)

男性(N=314)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

理解している 概ね理解している あまり理解していない 理解していない 無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

【全体】
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『理解していない』79.9％ ＞ 『理解している』8.8％ 

 

【I SOGIE（ソジー/性的指向、性自認及びジェンダー表現）】 

 

 

全体でみると、『理解している』が 8.8％、『理解していない』が 79.9％となっています。 

性別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。女性では『理解し

ている』が１割を下回り男性よりも低くなっています。 

年齢別でみると、年代により多少バラつきは見られますが、『理解している』が１割前後と低く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 年齢別の回答については、カイ２乗検定がなじまないため検定対象外とします。  
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57.7

51.1
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1.9

4.7

2.2

8.4

9.4

17.0
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全体(N=735)

女性(N=413)

男性(N=314)

20歳代(N=53)

30歳代(N=86)

40歳代(N=137)

50歳代(N=131)

60歳代(N=96)

70歳代(N=153)

80歳以上(N=75)

理解している 概ね理解している あまり理解していない 理解していない 無回答

【性別】

【年齢別】

（％）

【全体】
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行政が力を入れることは、 

「保育や高齢者等の施設・サービスの充実」（58.8％）が最も高い 

 １８．男女共同参画社会の形成に当たって、行政が力を入れていく

べきことについて 

問 18 男女共同参画社会の形成に当たって、行政はどのようなことに力を入れて 

いくべきだと思いますか。（複数回答） 

 

 

 

全体でみると「保育の施設･サービスや、高齢者や病人の施設や介護サービスを充実する」が

58.8％と最も高く、次いで「職場における男女の均等な取扱いについての周知徹底を行う」が

46.4％、「学校教育や社会教育等の生涯教育の場で男女の平等と相互の理解や協力についての学習

を充実する」が 45.3％となっています。 

性別でみると、男女ともに「保育の施設･サービスや、高齢者や病人の施設や介護サービスを充

実する」が最も高く、次いで女性では「学校教育や社会教育等の生涯教育の場で男女の平等と相

互の理解や協力についての学習を充実する」、男性では「職場における男女の均等な取扱いについ

ての周知徹底を行う」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ カイ２乗検定によれば、性別の回答に有意な差は認められません。  
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0.0

0 10 20 30 40 50 60 70

法律や制度の面で見直しを行う

女性を政策決定の場に積極的に登用する

各種団体の女性のリーダーを養成する

職場における男女の均等な取扱いについての周知

徹底を行う

女性の就労の機会を増やしたり、従来女性の就労が

少なかった分野などへの女性の進出を促進するため…

保育の施設・サービスや、高齢者や病人の施設や

介護サービスを充実する

学校教育や社会教育等の生涯教育の場で男女の

平等と相互の理解や協力についての学習を充実する

女性の生き方に関する情報提供や交流の場、相談、

教育などのセンターを充実する

各国の女性との交流や情報提供など、国際交流を

推進する

広報誌やパンフレットなどで、男女の平等と相互の

理解や協力についてPRする

ワーク・ライフ・バランス実現に向けた施策を行う

性に起因する人権侵害に対する施策を行う

その他

特にない

不明・無回答

全体(N=735)
女性(N=413)
男性(N=314)

（％）

女性の就労の機会を増やしたり、従来女性の就労が

少なかった分野などへの女性の進出を促進するため

職業教育や職業訓練を充実する
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年齢別でみると、カイ２乗検定によれば、統計的に有意な差が認められます。すべての年代で

「保育の施設･サービスや、高齢者や病人の施設や介護サービスを充実する」が最も高くなってい

ますが、20歳代では「ワーク・ライフ・バランス実現に向けた施策を行う」が同率で高くなって

います。次いで高い項目としては、30歳代では「法律や制度の面で見直しを行う」、「ワーク・ラ

イフ・バランス実現に向けた施策を行う」、40 歳代、50 歳代では「職場における男女の均等な取

扱いについての周知徹底を行う」、60 歳代では「職場における男女の均等な取扱いについての周

知徹底を行う」、「学校教育や社会教育等の生涯教育の場で男女の平等と相互の理解や協力につい

ての学習を充実する」、70歳以上では「女性の就労の機会を増やしたり、従来女性の就労が少なか

った分野などへの女性の進出を促進するため職業教育や職業訓練を充実する」となっています。 

 

  

法
律
や
制
度
の
面
で
見
直
し
を

行
う 

女
性
を
政
策
決
定
の
場
に
積
極

的
に
登
用
す
る 

各
種
団
体
の
女
性
の
リ
ー
ダ
ー

を
養
成
す
る 

職
場
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な

取
扱
い
に
つ
い
て
の
周
知
徹
底

を
行
う 

女
性
の
就
労
の
機
会
を
増
や
し

た
り
、
従
来
女
性
の
就
労
が
少
な

か
っ
た
分
野
な
ど
へ
の
女
性
の

進
出
を
促
進
す
る
た
め
職
業
教

育
や
職
業
訓
練
を
充
実
す
る 

保
育
の
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
や
、
高

齢
者
や
病
人
の
施
設
や
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
充
実
す
る 

学
校
教
育
や
社
会
教
育
等
の
生

涯
教
育
の
場
で
男
女
の
平
等
と

相
互
の
理
解
や
協
力
に
つ
い
て

の
学
習
を
充
実
す
る 

20歳代(N=53) 37.7 22.6 28.3 41.5 35.8 49.1 32.1 

30歳代(N=86) 47.7 23.3 12.8 33.7 41.9 60.5 41.9 

40歳代(N=137) 43.1 32.1 17.5 56.2 38.7 60.6 46.0 

50歳代(N=131) 46.6 34.4 17.6 51.1 30.5 57.3 46.6 

60歳代(N=96) 42.7 43.8 28.1 47.9 38.5 57.3 47.9 

70歳代(N=153) 45.8 40.5 34.0 47.7 52.3 63.4 51.6 

80歳以上(N=75) 32.0 37.3 30.7 36.0 49.3 57.3 41.3 

単位：％ 

  

女
性
の
生
き
方
に
関
す

る
情
報
提
供
や
交
流
の

場
、
相
談
、
教
育
な
ど
の

セ
ン
タ
ー
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充
実
す
る 

各
国
の
女
性
と
の
交
流

や
情
報
提
供
な
ど
、
国

際
交
流
を
推
進
す
る 

広
報
誌
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
で
、
男
女
の
平

等
と
相
互
の
理
解
や
協

力
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
す
る 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
実
現
に
向
け
た
施

策
を
行
う 

性
に
起
因
す
る
人
権
侵

害
に
対
す
る
施
策
を
行

う 
 

そ
の
他 

特
に
な
い 

不
明
・
無
回
答 

20歳代(N=53) 34.0 9.4 5.7 49.1 26.4 0.0 5.7 0.0 

30歳代(N=86) 18.6 15.1 7.0 47.7 17.4 8.1 3.5 1.2 

40歳代(N=137) 19.0 15.3 13.1 32.1 16.8 7.3 5.8 0.0 

50歳代(N=131) 20.6 12.2 9.9 28.2 13.7 0.8 3.1 3.8 

60歳代(N=96) 21.9 11.5 19.8 31.3 15.6 2.1 6.3 3.1 

70歳代(N=153) 22.9 23.5 28.1 28.1 13.1 2.0 3.9 2.0 

80歳以上(N=75) 22.7 16.0 21.3 16.0 18.7 0.0 4.0 13.3 

単位：％  
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前回調査との比較 

前回調査の結果と比較すると、全般的に割合が増加傾向にありますが、「職場における男女の均

等な取扱いについての周知徹底を行う」「学校教育や社会教育等の生涯教育の場で男女の平等と相

互の理解や協力についての学習を充実する」「法律や制度の面で見直しを行う」等で特に増加がみ

られ、「保育の施設・サービスや、高齢者や病人の施設や介護サービスを充実する」では割合が若

干低下しています。 
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34.4

23.9

46.4

41.1

58.8

45.3
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31.8
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4.5

0.0

32.5

26.5

17.2

34.5

36.3

61.4

34.4
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10.1

11.5

26.2

10.9

1.1

6.7

0.0
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法律や制度の面で見直しを行う

女性を政策決定の場に積極的に登用する

各種団体の女性のリーダーを養成する

職場における男女の均等な取扱いについての周知

徹底を行う

女性の就労の機会を増やしたり、従来女性の就労が

少なかった分野などへの女性の進出を促進するため…

保育の施設・サービスや、高齢者や病人の施設や

介護サービスを充実する

学校教育や社会教育等の生涯教育の場で男女の

平等と相互の理解や協力についての学習を充実する

女性の生き方に関する情報提供や交流の場、相談、

教育などのセンターを充実する

各国の女性との交流や情報提供など、国際交流を

推進する

広報誌やパンフレットなどで、男女の平等と相互の

理解や協力についてPRする

ワーク・ライフ・バランス実現に向けた施策を行う

性に起因する人権侵害に対する施策を行う

その他

特にない

不明・無回答

今回調査(N=735)

前回調査(N=841)

（％）

女性の就労の機会を増やしたり、従来女性の就労が

少なかった分野などへの女性の進出を促進するため

職業教育や職業訓練を充実する



 

102 

 

 

  



 

103 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ．その他・自由回答 
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Ｆ３ あなたの職業の有無・職種（単数回答） 

その他回答意見（その他を選択した方のみ） 件数 

パート・アルバイト 6 

年金受給者 4 

シルバー 2 

専業主婦 2 

無職 2 

学生 1 

自由業 1 

一時的に休んでいる 1 

会社役員 1 

警備員 1 

公務員 1 

動物対話士 1 

派遣・医療関係 1 

保育教諭 1 

老人 1 

 

Ｆ４ 雇用形態（単数回答） 

その他回答意見 件数 

就労継続支援Ｂ型 1 

週２日（１時間ずつ）２時間 1 

賃貸マンションのオーナー 1 

非常勤 1 

年金生活者 1 

 

Ｆ６ 配偶者の職業の有無（単数回答） 

その他回答意見 件数 

年金受給者 4 

無職 2 

ふくし 1 

会社役員 1 

６５歳で退職 1 

派遣社員 1 

パート・アルバイト 1 

 

Ｆ７ 配偶者の雇用形態（単数回答） 

その他回答意見 件数 

自営業 2 

もと常勤、勤め人 1 
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Ｆ８ 世帯（ご家族の構成）（単数回答） 

その他回答意見 件数 

自分（夫婦）と子ども 13 

自分（夫婦）と親 8 

兄弟姉妹 2 

自分と子どもの家族 2 

４世代 1 

ひとり親世帯（母・子） 1 

ルームシェア 1 

子ども１人で県外で別居 1 

子どもと孫 1 

自分（夫婦）と親と子ども 1 

自分（夫婦）と孫 1 

自分と叔父と叔母 1 

親、姉家族 1 

妹の家族と同居 1 

友人 1 

 

問５ 一般的に女性が職業をもつことについて、あなたはどうお考えですか。（単数回答） 

その他回答意見 件数 

個人の自由で良いと思う 41 

本人や家族の事情によって自由に決められると良い 12 

人・状況・仕事にもよるので一概には言えない 10 

パートナーや家族と話し合って協力しながら決められると良いと思う 9 

子育ての段階に応じて働き方を変えられると良い 9 

その時の状況や考えで決められると良いと思う 5 

子育てのバックアップの環境があれば続ければよいと思う 3 

経済状況による 2 

自分のスタイルに合わせて決めればよいと思う 2 

経済的自立のため持った方が良い 1 

個人の能力、社会的に有意義な職を得たら、生涯勤めたら良い 1 

現在の状況は、女性の方が給料が安い 1 

最近の若い人達は共働きをしないとやっていけないのではないかと思います 1 

産休、育休が男性、女性とも上手に使えるなら職業をもち続ける方が良い 1 

子育ても立派な仕事。専業で子育てをする人にも社会保障があってもよいと思う 1 

私はシングルなので、働かないと生活が出来ない 1 

続けられる環境と本人の意志があれば続けたらよい 1 

男女関係なく、可能であれば職業に就き、社会とのかかわりを持つのが良い 1 

働くための環境を自身で整えれば働けばよい 1 

無理して預け先を探すくらい必死に仕事をする必要はない。働かざるをえないなら子どもは
作らない方が良い。必ず迷惑がかかる 

1 
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問６ 働いている女性の方におたずねします。仕事をするうえで、次のような悩みは、ありますか。（単数

回答） 

その他回答意見 件数 

コミュニケーション・人間関係 3 

育児、仕事、家事の両立が疲れる・困難 3 

パートナーの理解や協力が得られない 2 

女性同士のいじめ・嫌がらせがある、女性からの理解が得られない 2 

コロナ禍で解雇された 1 

パワハラがある 1 

可働な年齢の人は労働して助けてもらわないと成り立たない！ 1 

休職や時短勤務で通常勤務に後れを取る（キャリア形成が困難） 1 

子どもの長期休暇を考えると、職業の選択肢が限られている。 1 

女性の活躍と称し、仕事が増える（多様性と言いつつ苦手な事を求められる） 1 

男女間等の問題はない 1 

 

問７-１ 男性の育児休業の取得を促進するうえで、何が必要だと思いますか。（単数回答） 

その他回答意見 件数 

経済的な問題の解決 4 

男性の参画意識と育児能力向上がないと、かえって女性の負担になる場合がある 4 

男性の育児休業意識が社会的に熟成していくこと 3 

個人の希望に応じて選択できることが大切 2 

職場での欠員のケアを雇用主が行うこと 2 

まとめてではなく、母親の職場復帰の時など、必要に応じて取得できるようなルール作り 1 

育児休業ではなく、ノー残業や時短勤務などの取り組みがあると良い 1 

休業期間にもよるが、短期間ならば利用すべき 1 

強制的に取らせて違反したら罰金にする 1 

女性だけでなく、どんな方でも参画すべき 1 

男性の育児休暇は無理だと思う 1 

男性は育児にはできる範囲で協力すればよい 1 

法的な育児休暇制度の整備 1 
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問９ 男女が社会のあらゆる分野でもっと平等になるために、最も重要なことは何だと思いますか。（単

数回答） 

その他回答意見 件数 

個人の価値観や意識を変えていくこと 4 

能力があれば男性、女性を問わずに登用すること 4 

設問自体に女性が差別されているという先入観がある 4 

社会全体の意識を改める 3 

男女平等ということをわざわざ言わなくてはならない状況が平等ではないと考えられる 2 

生物的に明らかな違いがあることは無視できない 2 

全てにおいて平等になるためには、難しい（時間と教育が必要） 2 

強引にでも一定の割合で女性を要職にしないと進まないと思います。が、一方で逆差別にな
りかねないかがもっと不安です。 

1 

個人の意見を尊重すること 1 

女性が何事も男性と同等にやっていくという意識を持つことが一番大事 1 

女性が直面していることを実際に男性がやってみて、感じてみるべき 1 

女性への差別はいけないが、制度等の見直しの際に女性への偏りが発生しないこと 1 

女性をとりまく環境を変えるだけではなく、男性の意識や環境も合わせて変えていく事が大
切 

1 

女性の得意分野を社会が評価するようになれば、自然と平等感は高まると思う 1 

平等を訴えるのであれば、女性特有の意見も見直す必要もある。根本的に無理だと思う 1 

経済状況により、状況が変わるため、一概には言えない 1 

子どもが生まれた後、女性が一度社会から離れて家庭に入らないとならないという子育ての
仕組みを変えていくこと 

1 

すでに平等だと思う 1 

 

問 10 あなたは、女性が出産後も離職せずに職場で働き続けるために、家庭・社会・職場において必要

なことは何だと思いますか。（複数回答） 

その他回答意見 件数 

短時間勤務制度等の充実と、同僚等への負担軽減策（理解につながる） 6 

思いやり 1 

パートナーの協力 1 

核家族化が問題。自身の環境を把握し選択するべき。 1 

学齢期からの教育 1 

経済的支援、職場での活躍の場の提供 ｅｔｃ. 1 

子育てや仕事への関わり方について、自分に合ったやり方を選択できると良い 1 

児童クラブやコミセンで習い事ができたり宿題や勉強を見てくれるサービスがあると良い 1 

ＰＴＡの活動の簡略化 1 

生活に余裕ができるように減税などを積極的に行うべき。役所のムダな支出をなくすべき。
経済が向上するような政策もすべき。 

1 

夫の収入で（税金を使わず）子育てをした人の年金が、厚生年金と比べてあまりに低く、納
得がいかない 

1 
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問 11 女性があまり進出していない分野に女性の進出を進めていくために、どのような措置をとるのが

よいと思いますか。（複数回答） 

その他回答意見 件数 

性別に関係なく、能力に応じた平等な評価を行い、評価に応じた処遇を行う 17 

学校・職場・社会等の意識改善が必要 9 

女性が進出していない原因を調査・分析し、適切な措置をとる 5 

働き続けることへの女性自身の意識改革も必要（責任を伴う） 5 

女性だからといって能力に関係なく優遇するのは不平等 4 

進出したくないと考える女性に対しては（男性に対しても）強制しない配慮をすべき 2 

入試、入社試験での女性差別の排除 2 

女性が担う仕事や役割にも男性が進出する 2 

無理に優遇せずに、子育てしながら働きやすくするなど環境を整備する 2 

ある程度の基準を定め、法令や罰則を設ける 1 

逆差別が生まれない配慮を忘れないこと 1 

年令で区切りなどをつけないでほしい 1 

女性が進出していない分野に、女性の進出を進めていく必要性が具体的に分かりません 1 

何もしない 1 

 

問 12 今後、男性が女性とともに家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加していくためには、どの

ようなことが必要だと思いますか。（複数回答） 

その他回答意見 件数 

給与水準を維持した上で、労働時間短縮や休みが多くとれるなどの働き方改革 5 

男性の意識を変えていくこと 5 

子どもの頃から、男性の家事参加があたりまえという教育 3 

男性にも合った家事の方法（かっこいい家電、簡単に調理できるもの、体に合った流し台等） 3 

社会の風潮を変えていくこと 2 

親権の女性優位を無くし、子育てに参加する意義を増やす 1 

全てが必要だと思う 1 

男女それぞれ得意分野をこなせばよい 1 

男性が男性の相談に乗ること 1 

男性が任っている役割を女性も負担すること 1 

企業理解 1 

男性も女性も子育てしやすい施設設備の充実 1 

 

問 13-１ そのような行為を受けた後、だれか（どこか）に打ち明けたり、相談したりしましたか。（複数回

答） 

その他回答意見 件数 

子ども 2 

 

問 13-２ だれにも相談しなかった理由は何ですか。（複数回答） 

その他回答意見 件数 

お互い様 1 
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問 14 配偶者や恋人からの暴力（ＤＶ）に対して、行政はどのような対応をする必要があると思いますか。

（複数回答） 

その他回答意見 件数 

加害者の規制・罰を強化する 8 

警察に介入させる（内々で済ませるべきではない） 3 

条例にて強制的な被害者の保護 1 

自分でできない（気づいてない）人も多いので、まわりからの相談も必要だと思う。 1 

ＤＶを受けて育った子供は、大人になって同じことをするので、支援が必要 1 

保護施設等でＤＶ加害者の自由を一時的に奪い反省する時間を与えるべき 1 

夫婦間のトラブルはお互いで解決できる程度であってほしい。 1 

言葉のＤＶが原因で後々家族関係が壊れた。昔の封建的な環境で苦しんでいる。 1 

 

問 18 男女共同参画社会の形成に当たって、行政はどのようなことに力を入れていくべきだと思います

か。（複数回答） 

その他回答意見 件数 

教育の場など、小さい時から平等の意識を育てることが大切 2 

性別を考える前に、人間としての個人を尊重すべき 2 

行政や政治がなくても、みんな平等に暮らせる世の中を作るのがベスト！  1 

子育て、介護等で離職などをしても、復職、就職しやすい制度 1 

自分の立場を認知させる 1 

女性の得意分野を社会的に評価する仕組みづくり 1 

親が子供とかかわる時間を増やせる施策 1 

先進国の取り組みを学ぶことが必要 1 

全ての人が性別による縛り、思い込みをなくすように、社会全体で働きかける。 1 

男と女は身体のつくりも違うのだから、無理に同じにする必要はないと思う。 1 

男性の女性職場への進出、選挙で人口の男女比率と同じ男女の枠の比率にする 1 

男性差別につながらない配慮をした施策が必要 1 

女性が女性らしいまま参加したり上に立ったりできるようにしたい。 1 

年配の人の意識をかえる。若い人の方がよくわかっているから。 1 

愛知県内で子育ての町というイメージづくり。例えば、町民向けのワーキングスペースの提
供等。（週末は学生向け学習室） 

1 

形だけ整えても（女性のリーダーを増やすとか）、その女性の中身が保守的なイエスマン（ウ
ーマン）の場合が多いので、実体は何も変わらないのが今の日本だと思う。スカートをはい
たおじさんのような人が多い。男女共同参画社会というなら、まず結婚しても誰も名前をか
える必要のない社会が当たり前になるところから始めたい。 

1 
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自由記入欄 

男女共同参画に関する意見 

未だ日本は男女共同参画が浸透しきっておらず、引き続きの推進が必要  などのご意見 16 

性別等に関係なく、ひとりの人間として評価され活躍できると良い  などのご意見 12 

子育て・介護等と両立するため、働き方改革推進への支援が必要  などのご意見 11 

男女共同参画意識の醸成には子どもの頃からの教育が大切  などのご意見 9 

家事育児、地域活動、父母会・PTA、介護など、男女でもっと分担すべき  などのご意見 8 

その他の取組への対応も必要（シングルマザー、介護、社会復帰プラン、子どもの幸福な

生活、子育て相談体制、男性の家事参加指導、DV 加害者を産まないように）  などのご

意見 

7 

男女共同参画意識の醸成には社会全体の意識改革が必要  などのご意見 6 

子育て支援施設の充実や夜間預かり等制度の拡充が必要  などのご意見 6 

子育てのなかで親にしかできない役割を大切にすることも重要  などのご意見 5 

子育てに支障のない範囲で社会への進出、参加をするのが望ましい  などのご意見 5 

職場において、中身を伴った制度や意識の改革の推進が必要  などのご意見 5 

男女平等は重要だが、それぞれの特性についても重視すべき  などのご意見 4 

改めて考えたり学んだりする良い機会になった  などのご意見 4 

女性の意識改革（厳しい仕事でも就く覚悟）が必要  などのご意見 3 

逆差別を生まないよう、慎重な検討・推進が必要  などのご意見 3 

男女に関わらず、あらゆる差別へ配慮すべき  などのご意見 3 

まずは行政から女性登用や男性の育児休業取得等の取組推進が必要  などのご意見 2 

国や行政で男女共同参画社会に向けた周知活動（広報・オンラインセミナー等）を企業や

個人に向け行うべき  などのご意見 
2 

次代を担う人々にとってはとても大事な意識改革、より良い生活環境を願っています。 

  などのご意見 
2 

周囲の理解や協力が大切 1 

男女共同参画のもとに、女性尊重を利用しているようにも思える 1 

目標だおれにならない施策であることが必要 1 

国や行政は企業が働き方改革を実践できているか監査をすべき 1 

国や行政は目的や方向性を明確にして推進すべき 1 

少しずつでも取り組んでいくことで、進められれば良いと思う 1 

 

調査や質問に関する意見 

質問や用語が難しかった  などのご意見 3 

質問の仕方を工夫・検討すべき  などのご意見 3 

女性目線の質問が多かった  などのご意見 2 

返信用封筒が小さかった  などのご意見 2 

紙のアンケート以外の方法も検討すべき  などのご意見 2 

調査自体に意味があるのか疑問  などのご意見 2 

質問数が多かった 1 

質問内容がピンと来なかった（年代で質問を分けても良いのでは？） 1 
 
 
※ その他回答意見、自由意見については、主な意見のみ掲載しています。 
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Ⅴ．用語解説  
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・男女共同参画社会 

すべての人の人権が尊重され、性別にかかわりなく個性や能力を十分に発揮できる社

会のこと。このような社会を目指し、1999（平成 11）年に「男女共同参画社会基本法」

が制定されました。 

家庭（家事・育児・介護など）・学校・職場・地域（区・自治会行事など）など、あら

ゆる分野において「男だから」「女だから」と性別によって役割や行動が決められる社会

のあり方を見直し、男女が等しく利益を受け取り、責任を共に担っていく社会を目指し

ています。 

 

・女子差別撤廃条約 

正式名称は、「女子に対するあらゆる形態の差別の撤廃に関する条約」といいます。 

女子に対するあらゆる差別の撤廃を基本理念とし、政治的・経済的・社会的活動などに

おける差別を撤廃するために締約国が適切な措置を取ることを求める条約です。1979

年の国連総会で採択され、1981 年に発効しました。日本では 1985 年（昭和 60 年）

から効力が発生しました。 

 

 

・ポジティブ・アクション（積極的改善措置） 

活動に参画する機会に係る男女間の格差を改善するために、必要な範囲内において男

女のいずれかの一方に対して機会を積極的に提供することであり、男女どちらの側につ

いても適用される措置です。 

 

 

・ジェンダー平等 

性別に関わらず、平等に責任や権利や機会を分かち合い、あらゆる物事を一緒に決め

ていくことです。 

 

 

・リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に関する健康と権利） 

「性と生殖に関する健康と権利」と訳され、女性のライフステージを通して、性や子ど

もを産むことにかかわる全てにおいて、身体的にも、精神的にも、社会的にも、本人の意

思が尊重され、自分らしく生きられることであり、自分の身体に関するすべてのことは、

当事者である女性が選択し、自己決定できる権利のことです。 
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・ＬＧＢＴ（性的少数者） 

性的少数者を限定的に指す言葉。女性同性愛（レズビアン、Lesbian）、男性同性愛（ゲ

イ、Gay）、両性愛（バイセクシュアル、Bisexual）、性同一性障がい（トランスジェンダ

ー、Transgender）の人々を意味しています。他にも身体的に男女の区別がつきにくい

人（インターセックス、intersex）や自身の性自認や性的指向が定まっていない人（クエ

スチョニング、queer／questioning）などの性的少数者も存在しています。 

 

 

・ＳＯＧＩE（ソジー/性的指向、性自認及びジェンダー表現） 

性的指向（Sexual Orientation）と性自認（Gender Identity）及びジェンダー表現

（Gender Expression）を組み合わせた用語で、性的指向（Sexual Orientation）は

恋愛・性愛の対象がどの性になるのか、性自認（Gender Identity）は自分の性別をどう

認識しているか、ジェンダー表現（Gender Expression）は自分の性を服装やしぐさ、

言葉遣いなどでどう表現するかを指します。 

 

 

・アウティング 

本人の同意がない状態で性的指向や性自認を第三者に暴露することを指します。もし

も、ある人から、その人が公にしていないと思われる性的指向や性自認を告白（カミング

アウト）されたら、誰に話しているのか、誰に伝えて良いのかを必ず本人に聞くことが大

切です。 

 

 

・Ａｌｌｙ（アライ） 

性的少数者を理解し、支援する人のことです。アライが増えることは、性的少数者の生

きやすさにつながります。 

 

 

・SDGｓ 

ＳＤＧｓとは「Sustainable Development Goals」の頭文字を取ったものであり、

日本語では「持続可能な開発目標」といいます。世界で広がる貧困・格差・地球環境の危

機を克服し「持続可能な社会・経済・環境」を目指す世界共通の目標です。 
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Ⅵ．調査票  
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